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   障害者支援施設みずき 

  令和７年度（２０２５年度）事業報告 

 

１. 総括 

   今年度みずきでは、ご利用者の余暇の活動に力を入れて取り組んできました。個別やグループで

の外出など、外に出る取り組みはもちろん、移動水族館や移動動物園など、みずきに来てもらって

楽しむイベントも多く企画されました。みずき祭りでは、外部の施設や特別支援学校、職員のつな

がりなどから、販売やステージイベントに参加いただきました。ご利用者も職員も心からその場を

楽しむことで、ご利用者と職員の垣根をこえた一体的な雰囲気が生まれていました。次年度も余暇

の活動については充実させていければと思っています。 

支援以外のところでは、補助・助成金を活用しての建物・設備・備品の導入・修繕・更新を行っ

てきました。デジタル技術活用では、業務支援ソフトのブルーオーシャン、見守り支援機器のａａ

ｍｓの導入を行いました。ゼロエミッション化推進の補助金では、エアコンの更新や照明のＬＥＤ

科をすすめています。また、馬主協会の助成で車両の更新も行っています。補助や助成の活用を、

管理課だけでなく、現場の職員も含めたチームで行うことで、その後の活用も含めた視点での導入

がすすみました。しかし、一番大きな予定であった大規模修繕については、施設整備等補助金が不

採択となり次年度以降に持ち越しとなっています。経年劣化での修繕も増えており、次年度補助金

の動向によって、別の補助なども検討していく必要があります。 

人財確保については、今年度も思うようにいかない状況が続いています。今年度は支援職だけで

なく、事務職員についても入退職が激しく安定しない状況が続きましたが、年度の後半にかけてよ

うやく安定しました。支援職は応募自体が減ってきており、求職者の年齢もあがってきています。

入職者に対しての指導はもちろん、働き方についても考えなくてはいけない状況です。 

今年度は第三者評価の実施年度となり、調査をうけています。職員からの聞き取りからは、職員

間の関係の改善がうかがえる内容となっており、多職種が連携しての支援も評価をされました。今

後の課題としては、施設の多い土地柄のなかで、地域をどのようにとらえ、どうつながっていくの

かが大きな課題となっています。ご利用者の地域移行や、意思決定の場も含めてあらたな視点でと

らえて考えていきたいと思います。 

  

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１） 「本人中心」に立ち返る 

 

取り組み内容 評価 

① 現場に根付く意思決定支援 

入居では、ご利用者の一日のスケジュール

を今のご利用者の状況に合わせて更新をし

ています。 

通所では、今年度 10 月より、個別支援計

① ご利用者とのコミュニケーションを図りながら

さまざまな変更を行っています。より充実した

支援となるように、意思決定の場を増やしてい

きます。また、次年度から義務となる地域移行

意向確認のマニュアルの作成を行いました。み
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画をご利用者の誕生日月更新に変更をかけ

ています。 

② ホンモノの個別支援を 

入居、通所ともグループ外出、個別外出の

機会を設け、ご利用者にご希望を確認信な

がら実施をしました。また、９月には移動

水族館を呼んでご利用者が魚などの鑑賞を

することができました。2 月には移動動物

園を呼んで、鷹やフェネック、リクガメな

どさまざまな動物と触れ合うことができま

した。ご利用者と職員の笑顔があふれる、 

ふれあいと選択の機会となっていました。 

③ 主体的な権利擁護 

1 月のみずきフォローアップ研修内で行っ

た権利擁護研修を動画にして、全職員に視

聴とセルフチェックリストを行いました。 

④ サービスの質を問う 

第三者評価を今年度実施しています。前回

課題としてあがっていた内容は改善も見ら

れ、別の課題の指摘となりました。また、

事務管理体制や、給食については狛江エリ

アとも連携が必要となってきています。 

ずきだけでなく、地域の事業所への通所や、地

域移行についてもご利用者の意向や、将来を見

据えながらすすめていく必要があります。 

② 今回行ったイベントや、外出については次年度

も継続して企画をしていきます。好きや楽しい

を入り口に、ご利用者の選択、決定の機会を増

やしていきます。 

③ 研修ではみずきで起こった実際の事例なども例

示することで、自分事として捉えてもらう機会

となりました。 

④ 第三者評価では、みずきの取り組みについて、

課題だけでなく、評価も多くいただきました。

フィードバックをもとに、課題に対して優先度

をつけ、具体的な取り組みを検討していきま

す。評価された点についても引き続きよりよい

ものにしていけるよう継続していきます。 

また、事務管理体制については多摩ブロックと

してのスケールメリットを念頭においた体制検

討が必要となっています。 

 

（２）主体的に支援する職員集団へ 

取り組み内容 評価 

① 人財確保・育成 

法人のキャリアアップ採用チームとも連携しなが

ら、採用活動を行いました。無料媒体や、成果報酬

型などさまざまな方法を通じて、４月より１３名の

入職につながっています。 

 

② 職員定着支援 

職員の面談・相談については、必要に応じて各部署

管理職、指導職が行っています。総合ラフ―ルネス

偏差値（ストレスチェック）については、横ばいの

状態が続いています。 

③ 互いに高め合うチームづくり 

毎月のみずき運営会議や、リーダー会議でのやり取

りだけでなく、必要に応じて管理職中心にあつまっ

① 事務職員の退職にともない、採用体

制が手薄になっています。継続的な

採用活動は続いているため、スピー

ド感も重視しながら、担当者だけで

なく全体で採用をすすめていける体

制が必要です。 

② 中途採用の職員に関しては、応募者

の年齢層があがってきています。さ

まざまな職員が入職するのに応じ

て、身体面や精神面の状態に合わせ

た働き方なども検討していく必要が

あります。 

③ 施設長の交代により、必然的に情報

共有の場が必要になっています。会
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て情報共有を行いました。管理課では役職者が参加

する会議を開始するなど、情報共有の場を増やして

います。 

④ ホスピタリティあふれる接遇 

 上半期、入居・通所それぞれで権利擁護や接遇に対

する取り組みを行いました。 

 地域連携推進会議を１０月に行い、ご利用者、ご家

族、関係者などさまざまな方が集まって、みずきに

ついての話しを行いました。 

議などでは、時間も意識しながらす

すめていく必要があります。 

④ ご利用者中心の意識がホスピタリテ

ィの基本となります。意思決定支援

や、権利擁護についての研修なども

通じてすすめていきます。 

 

（３）地域共生社会に向かって 

取り組み内容 評価 

① ご利用者の社会参加・地域交流 

個別やグループでの外出など、ご利用者が外に行く

機会が増えました。また、あさひ苑さんのお祭りに

カフェの販売だけでなく、ご利用者も参加していま

す。カフェでは、多目的室を使ってフラワーアレン

ジメントのワークショップや近隣施設がイベントで

使用するなど、使用の範囲がひろがっています。 

② 地域展開は意識改革から 

今年度のみずき祭りでは、実行委員を中心に近隣事

業所への声かけなどを行い、販売やイベントに他事

業所や特別支援学校に参加いただきました。また、

当日の来場者としても近隣施設などから参加いただ

き、交流の機会となりました。 

地域支援課の動きは短期入所、ボランティアなど限

定的になっています。 

③ 生活介護Ⅱの事業展開・生き残り戦略 

   利用時間の見直しなどを行うことで、報酬について

は昨年度よりも上がっている状況です。まずはご利

用者の枠が空いている三鷹市の相談支援事業所や、

行政などに管理者やサビ管が訪問をし、市内の現状

や、みずきの状況の共有などを行っています。すぐ

の反応はありませんでしたが、利用日を増やしたい

という希望や、新規利用希望などが少しずつ出てき

ています。 

① 施設外での活動はご利用者の選択の

機会としてもわかりやすく機能して

いるため、選択や決定の体験として

継続的に行っていきます。 

また、令和８年度 4 月より近隣に障

害の事業所があらたにできました。

地域とのかかわりとして、まず近隣

の事業所間の交流からすすめ、より

ひろげていきたいと思っています。 

② みずき祭りは、地域とつながる大き

な契機となりました。ご家族以外の

来場者も多く来られ、多くの笑顔が

つながりました。今後もさまざまな

形でつながれる場として、継続して

いきたいと思っています。 

地域支援課の動きは、職員の退職な

どにともない制限のある体制となり

ました。今後は入居支援課や相談支

援課に、地域支援課が担っていた役

割を、部署などに分散して移してい

く方向で動いています。 

③ 利用者獲得に向けた情報収集がすす

んできている状況です。さまざまな

ニーズに対してどのようにすれば受

け入れ可能なのか、体制の検討がこ

れからの課題となっています。ま
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た、職員体制の安定も重要な課題と

なっています。 

 

（4）未来を見据えて足もとを固める 

取り組み内容 評価 

① 補助・助成金の最大限活用した施設・設備等整備 

大規模修繕の申請は、設計事務所とも連携しなが

ら、計画書、協議書の提出を行いましたが、不採択

となり、令和 8 年度の第 1 期の申請をあらためて行

いました。また、車輛については馬主協会の助成金

に申し込み、助成が決定しました。しかし、車の製

造が遅れて車輛の納入は令和 8 年度 4 月になりまし

た。ゼロエミッション化に向けた省エネ設備導入・

運用改善支援事業のよるエアコン・LED 設置工事等

は 9 月に完了しました。また、障害者支援施設等に

おけるデジタル技術等活用支援事業補助金の申請も

行い、1 月よりブルーオーシャンという支援記録シ

ステムと、ご利用者の見守りシートの導入を行いま

した。 

② 精度の高い財務管理 

財務部、えん、ものセクションと連携しながら、新

たな物品購入等依頼書の導入を行っています。ま

た、予算の執行管理については、みずき運営会議の

予算管理委員会にて 8 月より法人共通の PLCF 表

グラフを使用して推移を確認しています。 

  予算については、経費に関する要望の確認は行いま

したが、収入などについての詳しい確認はできませ

んでした。 

③ VISION2028 への積極的参画 

VISION2028 各チームへのメンバーの参加はもち

ろん、法人が行うイベントは回数を重ねることで浸

透してきています。すこしずつ前向きな参加が増え

てきています。 

① 設備については、老朽化に伴う修繕

が頻繁になってきています。使える

補助金や助成金などの情報を集める

とともに、活用していきます。ゼロ

エミッション化に向けた省エネ設備

導入・運用改善支援事業、障害者支

援施設等におけるデジタル技術等活

用支援事業補助金すべて、補助金関

係の手続きをとどこおりなく行いま

した。馬主協会については、車輛の

納入が遅れたため、完了の報告が令

和 8 年度となっています。申請には

管理課だけでなく、さまざまな職員

がかかわることで、制度の理解につ

ながりました。 

② グラフを確認する際に気になる数字

については、その場で確認をしなが

らすすめており、ただの数字ではな

く実態をともなったものとして管理

職間で共有がされています。そのこ

とで、管理職の収入や予算に対して

の意識は向上しています。これを具

体的な動きにつなげていくことが次

期の課題となっています。 

③ チームのメンバーが、VISION2028

を現場でどのように使っていくかと

いう意識が必要である一方、職員体

制の整備なども課題となっていま

す。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）目標値 

取り組み内容 評価 
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① 施設入所支援:目標 95.3%(平均で 30.5

床の利用)･･通期実績 96.7%(昨年度

94.4%) 

ご利用者の高齢化にともない､入院など

は増えていますが､早めの受診などを行

うことで､体調管理につとめました｡ 

② 生活介護Ⅱ:目標 72.5%(週 6 日で延べ

87 名､一日平均 14.5 名の利用) 

･･通期実績 65.4%(昨年度 65.3%) 

他事業所への意向や､逝去などもあり､登録

者数が減少しています｡行政や､相談支援事

業所への営業活動なども行いましたが､す

ぐに利用につながることはありませんでし

た｡ 

③ 短期入所:目標 100% 

･･通期実績 72.0%(昨年度 76.8%) 

現在登録いただいているご利用者に対して

は、ニーズに合わせて複数回の利用や、支

給量最大までご利用いただけるような調整

は行ってきました。生活介護Ⅱの営業活動

に合わせて、短期入所も営業を行いました

が、現在までは利用者増にはつながってい

ません。 

① ご利用者の高齢化がすすんでおり、入院など

につながる体調不良も増えてきています。医

療機関と連携を密にとるとともに、早期の受

診など長期にならない対応が求められていま

す。 

 

② 営業活動については、即効性はないものの、

少しずつ利用日増などにつながっている部分

もあり、継続して行う必要があります。ま

た、３市それぞれの利用枠にとらわれず、ニ

ーズの高い市からの受け入れを増やすこと、

ニーズに合わせた受け入れ態勢も検討してい

く必要があります。 

 

 

③ 近隣のご利用者については、日中通いなれた

事業所に通いたいというニーズに応えきれて

いないこともあり、人員体制含めて整えてい

く必要があります。また、２３区など長期の

短期入所利用の希望がありそうなところへの

営業活動を行っていくことで、新規利用者の

獲得を目指していきたいと思っています。 

 

（２）決算黒字化に向けて 

取り組み内容 評価 

① 事業活動資金収支差額：＋4,000 万円

（昨年度目標から＋1,000 万円） 

・・通期実績＋55742 万円 

目標を上回る実績となりました。 

② 収入は生活介護Ⅱと短期入所で増収を見込

みます。他事業は昨年度水準を維持しま

す。・・生活介護Ⅱは、ご利用者の利用時

間を見直すことで報酬単価があがり、大き

な増収につながりました。短期入所は利用

率の減少などもあり、減収となりました。 

 

① 生活介護Ⅱの収入が大きく増えたことで、目

標を達成することができました。 

② 生活介護Ⅱの利用率自体は、前年度と変わら

ない数字でしたが、報酬単価の見直しで収入

は大きく伸びています。新規ご利用者の獲得

に向けた営業活動などは今後も継続して行う

必要があり、さらなる増収が見込まれます。

短期入所は、前年度を下回る利用率となり、

減収となっています。みずきの状況と、ご利

用者のニーズを考えながら、新規の獲得を目

指す必要があります。 
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③ 支出は物価高騰の影響を受ける科目に加

え、人件費、教養娯楽費で支出増を見込み

ます。雑費（採用経費等）は削減を図りま

す。・・人件費は常勤の費用が大きく増え

ています。また、突発的な修繕が多く発生

しており、修繕費が大きく増えました。 

④ 予算の進捗管理の精度をさらに上げます。

予算管理委員会は、財務部、管理課、リー

ダー会議等と連携していきます。 

予算管理委員会でグラフなども使いなが

ら毎月の数字を追い、なぜその数字にな

っているのかも確認を行いました。利用

者獲得に向けた具体的な打ち手の検討、進

捗管理も行っています。 

③ 人件費の支出は、想定配置の人員が届いてい

ない状況もあり、想定よりは低い額となりま

した。想定の人員を満たしていない状況で

は、経営状況への影響は正しく見ることがで

きていません。また、建物の老朽化がすすん

でおり、大規模修繕に向けた準備をすすめて

いるなかですが、突発的な修繕は増えている

状況です。ご利用者への影響なども考えて、

早めに対処しているところです。 

④ 予算管理委員会で、利用者獲得の検討などを

行っていますが、動きとしてはまだゆっくり

となっています。より、具体的で速い動きに

つなげていく必要があります。 

 

 

 

【入居支援課】 

（１）ご利用者への支援の質の向上をはかります。 

取り組み内容 評価 

① 基本的な生活支援の実施状況を見直しま

す。これまでに使用していた一日のスケ

ジュールについて、実際のご利用者の生

活リズムや支援状況を踏まえて再確認

し、新しいものに更新をしています。ス

ケジュール表の更新に伴い、動線表の見

直しも行いました。今後も引き続き、定

期的な見直しを行い、より良い支援体制

の構成に努めます。 

② ご利用者参加のアセスメント会議の実施

や、振り返り（評価）を行った結果を支援

に反映させ、支援の質の向上を図ります。 

個別支援計画作成のため、ご本人参加の

アセスメント会議を実施しました。また、

中間報告の際には各ご利用者とともに支

援内容の振り返りを行い、その結果を踏

まえて下半期の計画に反映させていま

す。アセスメント会議のご本人参加は、

ご本人の意向を確認できる定期的な機会

であり、ご利用者の意向は、外出やイベ

① 女性ご利用者のスケジュールについては基本

が確立されつつあり、ご利用者の状況により

業務動線の変更調整を行う際に活用できるほ

どの見える化ができました。男性ご利用者の

スケジュールは入退所が続いていることもあ

り、変更にあわせ修正をしています。 

② 次年度より地域移行の意向確認をはじめ、ご

本人の生活意向の実現のためのスケジュール

の作成が必要となってくることが予想されま

すので、見直し、修正を行う際に現在のスケ

ジュールや動線表を活用させていきたいと考

えています。 

③ 半期振り返りと次年度のアセスメント会議が

はじまりますので、意向をくみ取り、反映さ

せた個別支援計画を立案していきます。 

④ 屋上倉庫保管文書も含め、整理ができたとこ

ろまではいたりませんでした。文書規定の変

更にあわせて、保存と廃棄の仕分け作業を行

うとともに、ペーパーレス化を意識し、紙だ

けでなくデーターでの残し方も考え整理をす
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ント、日中活動への参加などにつなげて

います。 

③ 意向を反映した支援の計画を立案し、実

施していきます。アセスメント会議への

ご本人参加とともに、ご利用者ひとりひ

とりに対し、サービス管理責任者に限ら

ず、専門職、ケア担当者から丁寧な聞き

取りを行い、その意向や希望を把握した

うえで個別支援計画を立案しました。計

画のひとつに長時間外出計画があります

が、行先や付き添い、予算、使えるサービ

スを調べる過程で当初の意向と目的が変

わることがありました。ただし、ご本人

の意向実現のための支援を考える過程の

ことであったため、ご本人の満足度は十

分ですでに次の外出について計画をした

いとの前向きなご意見をいただくことが

できました。 

④ 会議、支援における記録を、期限を決め

て作成し管理します。記録・ファイリン

グ係により、ファイリングミスなどの修

正をすすめました。屋上倉庫保管文書の

リストアップを行いました。 

 

すめます。 

 

（２）ご利用者の積極的な社会参加、地域交流をはかっていきます。 

取り組み内容 評価 

① 個別支援外出、長時間外出の他に新たに

グループ外出の機会を提案します。 

今年度６月より毎月実施しました。 

６月：「新江の島水族館」 

７月：「東京スカイツリー」 

８月：「カップヌードルミュージアム」 

9 月：「藤子・F・不二雄ミュージアム」 

10 月：「東京競馬場」 

11 月：「味の素スタジアム」 

12 月：「カップヌードルミュージアム」 

1 月：「京王アリーナ TOKYO」 

2 月：「府中の森芸術劇場」 

3 月：「江の島水族館」 

① グループ外出は今年度からの新たな試みであ

ったため、4～5 月は準備期間とし、6 月から

3 月までの毎月、実施することができました。

次年度も新たな企画者と新しい外出先を提案

できるよう計画準備をすすめていきます。い

つもの外出と違い、暑さ対策や事前準備、そ

れでも予想外のことにより予定の変更がある

など、楽しいだけでなく予定どおりにいかな

いことも経験できた外出だったと行かれたご

利用者から聞かれています。 

② サービス管理責任者と連携し、ケア担当者へ

の個別支援計画の進捗状況の確認、活動・イ

ベントチームが主体となって地域イベント参
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② ご利用者の希望を反映し、地域資源を活

用した外出を企画、実施します。個別支

援計画にある長時間での個別外出支援を

実施しています。 

5 月：「東京スカイツリー観光」 

8 月：「府中映画鑑賞」 

9 月：「八王子の実家への帰省」「立川で

家族と外出」 

10 月：「映画鑑賞」「遠方の家族に面会」 

11 月：「ディズニーランド」「美術館」 

2 月：「三鷹の森美術館」 

3 月：「いちご狩り」 

合計 10 名のご利用者が外出されていま

す。それぞれ目的が違い、ケア担当者と

ともに生活の質の向上を図ることができ

ました。ご利用者、職員ともに年間事業

計画やケアプランを意識した生活（支援）

が高まってきています。上記報告の他、

地域資源を活用した活動支援としては、

重点目標４に記載のとおりです。他、「公

職選挙投票支援」や「府中市敬老大会参

加」を実施しました。 

加への情報収集するためにひろくアンテナを

張り、実施につなげました。ともなって、これ

までの従来的な活動プログラムの見直しをし

ていく必要性を感じています。 

 

 

 

（３）職員の支援力の向上をはかります。 

取り組み内容 評価 

① リフレーミングについて内部研修を行

い、業務における活用と実践をとおして、

人事考課面談等において振り返りを行い

ます。その結果を職員の支援力向上につ

なげます。リフレーミングとは何か、ど

う活用できるかを理解することを目的と

し、接遇チームメンバーによる課内研修

を実施しました。リフレーミングは特別

なことではなく、日常行っていることと

理解された印象があります。 

② 持っている知識や技術を生かし、業務や

係委員会などの役割を果たしていきま

す。リフレーミングは自身が持っている

能力を発見、再認識ができ、マイナス

面、プラス面を見つめなおすことができ

① リフレーミングが業務においてどう活用され

るか、実践と振り返り、評価を行っていきま

す。 

② 研修で得た気づきのあと、業務において計画

や提案など、職員ひとりひとりが考えて動い

ているかを、実践と振り返り、評価を行って

いきます。 

③ 習得した知識や技術をどのような方法で「能

力を活かした業務」につなぎ、サービスの質

の向上や地域とのかかわりかた等にも活かし

ていくのかが課題です。研修計画だけでな

く、参加計画も必要と考えます。 
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ます。職員ひとりひとりの能力をのばす

試みとして経験の浅い職員に係・チーム

の責任者を割り振り、ベテラン職員がサ

ポートするかたちで業務をすすめていま

す。経験の浅い職員には育成の機会、ベ

テラン職員にはコーチングの機会とな

り、職務上の成長だけでなく人間的な成

長にもつながっている印象があります。 

③ 積極的な資格取得、研修への参加を促し

ます。自発的な研修の参加は少ないもの

の、資格取得などには意欲的に取り組む

職員もいました。 

 

（４）計画に沿って安定した日中活動を提供し、さらに充実した内容を実施していきます。 

取り組み内容 評価 

① 専任職員の他に職員を配置できるよう業

務調整を行い、実施体制の安定を図りま

す。安定した職員配置ができるよう、業

務調整を行いました。専任職員以外でも

活動が実施できるよう、活動実施マニュ

アルを作成しました。 

② 近隣地域のイベントへの参加、通所ご利

用者との交流イベントを企画し、実施し

ていきます。通所ご利用者との交流イベ

ントを実施しました。 

6 月：スポーツ大会 

9 月：移動水族館 

２月：移動動物園 

近隣地域のイベントに参加しました。 

8 月：あさひ苑納涼祭 

10 月；近隣施設や学校のまつり 

11 月：デフリンピック応援 

12 月：WaiWai まつり 

③ 日中活動やイベント参加への企画調整を

行います。イベント係が中心となって企

画、実施しました。年間予定した活動は

実施できました。 

 

 

① 専任職員以外の配置を増やすだけでなく、不

在時にも活動が行えるよう活動マニュアルを

作成することで、予定していた活動を中止す

ることなく実施できました。以前に比べ職員

配置は安定しています。支援者が増えること

でご利用者個々の補助的支援が行えるように

なりました。実施をより安定させるためには、

日程の調整や業務調整をはかることもです

が、活動方法が属人化しないようだれでもで

きる内容や方法に変えていくことも必要があ

ると考えます。 

② 日中活動調整会議にて他部署と協同しイベン

トを企画、実施ができたことで、活動の機会

が増え内容のひろがりがありました。また、

共同することで職員の配置不足の改善やご利

用者交流の促進、地域資源の積極的な活用が

できました。 

③ 既存の活動にとらわれず、内容だけでなく場

所や活動のあり方も含め、見直しの必要性が

あると考えます。 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）目標利用率９５．７％ 

取り組み内容 評価 

① 空床日数を減らし、満床を維持できるよ

うにする。ご利用者の状況把握や関係機

① ご利用者の半数が 60 代となり、高齢化がす

すんでいます。進行性難病によるものだけで
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関との情報共有など密に行うことによ

り、退所調整の判断や入所調整期間の短

縮化につなげています。緊急や長期期間

の入院が利用率に大きく影響するので、

日常の体調管理だけでなく、早めの受診

など対応につとめました。日中サービス

を利用されているご利用者の利用調整を

行いました。 

なく、年齢により疾病に罹患するリスクが高

まり、日常の小さな体調の変化には配慮が必

要です。今年度、数年ぶりに 100％を達成

した月もあり、年度当初にたてた利用率の達

成はできました。大規模修繕を予定していま

すが、すでに修繕が必要な箇所があり、修繕

費の出費が多くでています。 

 

【通所支援課】 

【生活介護Ⅱ】 

（１） ご利用者のニーズを中心においた支援を展開し、ご利用者や地域の方に選ばれ、必要とされ

る事業所を目指します。 

取り組み内容 評価 

個別支援計画について、今年度１０月よりご

利用者の誕生日月での更新に変更しました。

そのため個別支援計画の PDCA サイクルに

ついても、誕生月更新に合わせた時期に実施

するようにしました。従来のように全ご利用

者一斉のサイクルではなくなったため、ご利

用者情報の確認・更新、ご利用者参加型のア

セスメント会議、半期ごとのモニタリングな

どスケジュール管理は多少複雑になりまし

たが、ひとつひとつの工程を丁寧に行えるよ

うになりました。 

ご利用者のなかには、入院や加齢、障害の

進行などによる ADL の低下がありました

が、専門職や相談支援専門員、ご家族と情

報共有・連携を図りながら安全な支援の提

供にと努めています。また、個別支援計画

策定においては、ご利用者参加型の会議に

てご利用者の意向を確認し、個別支援計画

に位置づけ、外出支援や施設内での日中活

動などの機会を活用して実現に努めまし

た。 

個別支援計画の PDCA サイクルについては、ご

利用者個別で異なり、スケジュール管理に注意が

必要でしたが、ケア担当者とサービス管理責任者

がスケジュールを共有しながら「抜け」がないよ

うに PDCA サイクルを取り組むことができまし

た。また、本人参加型の会議を実施していますが、

意思表出（＝意思のくみ取り）が難しいご利用者

のニーズ確認については、引き続き大きな課題と

なっており、ますます「意思決定支援」について

意識高く取り組んでいく必要があります。 

通所支援課の慢性的な人員不足が継続している

なかですが、ご利用日数に応じて提供している個

別支援については、職員間で連携をはかりながら

計画的に実施することができました。 

次年度についても、新規のご利用希望や実習生の

受け入れなどの予定があります。支援体制が劇的

に改善する見込みはありませんが、中堅以上の職

員の割合が多い通所支援課の強みをいかして、ご

利用者が自分らしく、そして安心・安全に過ごし

ていただけるよう、コツコツと地道に、丁寧な対

応を心がけていきます。 

 

（２）職員ひとりひとりが法人や事業所の一員として役割意識をもちながら、ご利用者支援や運営    

業務で力を発揮できるようにしていきます。 

取り組み内容 評価 
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担当（事務）業務の時間や、他の職員と打

ち合わせを行う機会の確保が難しい状況が

継続し、委員会によっては課題が残りまし

た。一方で課内係については、責任者を中

心に各係内での分担にあわせて概ね動くこ

とができていました。VISION2028 に参

加している職員については、各チームにて

役割を担い、課内への情報共有や職員へ協

力を仰ぎながら協働していくことができて

いました。 

係の構成メンバーについては、職員の得手・不

得手を考慮し、職員の強みをいかせるようにし

ていますが、責任者未経験の職員を、新たに責

任者を任せるには至らず、係業務も含めて引き

つづき職員育成につなげられるようにしていき

ます。VISION2028 参加職員についても、各チ

ームで責任をもって役割を果たしながら、事業

所や各部署と連携や調整をおこないながら、取

り組みが円滑になるよう発信できていました。 

 

（３）ご利用者の社会参加や地域とのつながりを推進します。 

取り組み内容 評価 

月々の個別支援の時間を利用した外出や個

別支援計画にもとづく外出、課の年間行事

であるグループ外出を実施しました。ま

た、近隣施設を使用してのスポーツ大会や

法人イベントでは入居のご利用者や職員と

交流することができました。さらに今年度

は移動水族館・移動動物園それぞれ初めて

開催することができ、ご利用者に非日常を

感じていただくことができました。職員に

とっても入居支援課や他部署の職員と連携

する機会を多く持てました。 

もともと年間で計画していた施設外での取り組

みや、外部資源を利用したイベントについては

実施できましたが、土曜日に実施されることの

多い、近隣施設や特別支援学校でのイベントに 

ついては、十分な職員配置が組めない状況から 

ご利用者をお連れすることができませんでし

た。次年度についても、個別支援や地域活動、

近隣施設を利用したスポーツ大会などを計画し

ていますが、狛江のポンテのご利用者・職員を

招待しての実施を計画しています。また、近隣

に新しく施設がオープンしたこともあり、ご利

用者支援をとおして交流の機会をもてるように

していきます。 

 

【委託型短期入所】 

（１）安心・安全な支援体制の整備（継続） 

取り組み内容 評価 

上半期には、夜勤中の必要な巡視がされ

ず、その間にご利用者が怪我をされること

がありました。その後の対応にも複数の不

備（夜勤者のみならず）があったため、改

めて役職や管理職が不在となる夜間と日曜

日において、ご利用者の怪我や、体調不良

が生じた際の対応マニュアルを再整備しま

した。また、対応困難なケースの受入もあ

りましたが、行政や相談支援専門員、サー

ビス担当者会議への参加などによる連携を

取り組み内容に記載の夜間帯の事故やその後の

対処・対策を受けて、職員のリスクマネジメン

トに対する意識も向上し、これまでは事後報告

で対応していた事案についても迅速な報・連・

相につながっています。 

また、利用期間中の体調不良などの緊急時の対

応も想定し、ご利用者の組み合わせを考慮し、

可能な限り夜勤者を２名体制で組むようにし、

安心・安全な支援体制に努めています。 
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心がけて対応しました。新規利用も複数あ

り、ほぼ毎日ご利用いただいていた状況で

した。 

また、他事業所をメインで利用されている方が

みずき生活介護Ⅱを 

 

【日中一時支援】 

（１）安心・安全な支援体制の整備（継続） 

取り組み内容 評価 

府中けやきの森学園の児童・生徒や他事業所

のご利用者の祝日利用など、歩行可能な方も

含めご利用いただきました。ご利用者の特性

に応じて、活動に参加いただくことや逆にお

一人で過ごしていただくなど、その方にとっ

て安心・安全な環境での対応に努めました。 

一方でメールでの申し込み時に、委託型短

期入所とあわせてご利用いただく方につい

て、行政から受ける情報とご家族からのメ

ール内容の不一致など対応に苦慮すること

もありました。 

学齢期の方の学校の放課後や長期休み、他事業

所をメインで利用されている方の祝日利用、委

託型短期入所との併用、みずき生活介護Ⅱから

の時間延長など、引き続きさまざまなニーズに

応えることができました。新規で学齢期の方の

利用もありましたが、普段とは異なる環境に不

安定になることや、体調を崩される様子もあり

ましたが、ご利用者に丁寧にかかわり、ご家族

や特別支援学校と情報共有を行い、ご利用者が

定着するケースもありました。 

 

【東京都重症心身障害児（者）通所事業】 

（１）安心・安全な支援体制の整備（継続） 

取り組み内容 評価 

特別に配慮が必要な状況を除いて、生活介

護のご利用者と同じ環境で過ごしていただ

いています。日中活動ではチェレンジ体操

の機会も含めてスヌーズレンの回数も増や

し、どなたでも参加しやすい活動に配慮し

て提供しました。 

基本的には生活介護Ⅱのご利用者であり、昨年

度より医療ケアの要否にかかわらず対象となっ

ています。引き続き、個別支援計画にもとづく

支援をすすめていきます。 

医療ケアの必要な方に対しては安全委員会によ

る研修などにより、安全に医療ケアを提供でき

るようにしていきます。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）生活介護Ⅱ利用率７２.５％ 

取り組み内容 評価 

ご利用中の方２名について、それぞれ週１

日利用日を増やしていただくことができま

した。また、通院などご家庭の事情でお昼

時に登所希望される場合も必ずご要望に沿

うようにし、少しでも生活介護の利用につ

ながるよう努めました。 

利用日数について２名の方が日数増につながり

ましたが、ご家庭の事情などで休まれることも

多く、利用率にはあまりつながりませんでし

た。相談支援事業所への営業については、営業

資料を見直し、みずきの強みがより伝わるよう

にしました。結果として、相談支援事業所から

１名利用希望者の紹介をいただけましたが、利
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新規利用者獲得のための動きとして、三鷹

市の相談支援事業所への営業活動や市役所

へ地域ニーズについて確認を行いました。

先々のご利用につなげられるよう、学齢期

の方の日中一時・委託型短期入所の受け入

れ、特別支援学校の実習生の受け入れや、

実習以外でもご家族による見学について対

応しました。 

用にはつながりませんでした。また、他事業所

への移行や逝去などもあり登録者数も昨年度に

比べ減少している状況もあるため、３市それぞ

れの利用枠の空き状況にとらわれずに利用希望

があれば積極的に受け入れていくとともに、引

き続き営業活動を中心に、新規利用獲得にむけ

た取り組みを継続していきます 

 

【医務科】 

（１）医務科（看護）の体制を維持し、他部署と連携しながらご利用者支援（看護）を継続してい

きます。 

取り組み内容 評価 

人数配置の少ない日に通所から入居へ応援

に行くようにしたり、ご利用者の状況を知

ることで応援の必要性を確認したりしなが

らⅠ・Ⅱ課看護の連携を強力にする取り組

みを継続してきました。また、合同の看護

会議を定期的に実施することで情報の周知

を行いました。 

会議への参加や日々のコミュニケーション

に努め他部署との連携を図っています。 

2 名の看護師の入職があり、医務科としての協

力体制ができつつある状況です。今後は看護師

の定着に何が必要であるかなど医務科全体で考

えていくことも必要です。また、人員不足を補

うために医務科としてどのように取り組んでい

くかについても考えていきます。業務内容の精

査や他部署との協働など。また採用活動につい

ての検討も必要です。 

  

【入居支援課看護】 

（1）「リビングウィル」をとおして医療に関する意思決定の支援を継続します。 

取り組み内容 評価 

ケアプラン説明時に遠方のご家族を除き対

面での確認となりました。書式に大きな変

更はありません 

シンプルかつ救命、延命を明確にしたため入院

時、救急搬送時スム－ズに対応できました。又

緊急時ご家族に連絡が取れるよう連絡先を２か

所設定しました 

 

 

【通所支援課看護】 

（1）ご利用者の身体状況および医療状況の変化に適切に対応していきます。 

取り組み内容 評価 

朝の送迎車内からの体調把握や来所後の 

体 調変化へ はご家 族への連 絡・相談 を 

行 い 、 早 め の 対 応 に 努 め て い ま す 。 

こまめな観察とご家族との情報共有に努めた結

果、異常の早期発見につながったケースもあり

ました。 

ご利用者やご家族からの体調面での困りごとな

どについては適切かつ丁寧に対応しています。 
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ご利用者のⅠ・Ⅱ課の移動に対しては日中

3 回のバイタル測定と状態観察で異常の早

期発見を心がけました。 

 

（2）職員の育成と職員間の連携で安心・安全な医療ケアを提供していきます。 

取り組み内容 評価 

医療的ケアの必要なご利用者の減少で、 

上期にも増して生活支援員の医療的ケア 

実施の頻度が低下してきています。 

必要時に不安なく適切に医療的ケアを実施でき

るように生活支援員の研修や実践の機会を増や

せるよう考えていく必要を感じています。 

 

【リハビリテーション科】 

（１）ご利用者の目標を意識し、さまざまな日々の活動につながるような個別リハやグループ 

リハ、環境支援を行っていきます。 

取り組み内容 評価 

昨年度までの活動、個別リハに加えて、今年

度は「呼吸発声グループリハ」を実施しまし

た。このグループリハでは、自分で課題を設

定し、普段の生活のなかでも取り組んでもら

う こ と を意 識 して 実 施し て きま し た。 

パラスポーツに関する取り組みとしては、

東京都主催の「スポーツ FUN PARK」と

いうイベントに参加しました。分身ロボッ

ト「OriHime」を遠隔操作し、ゲストアス

リートとの交流を楽しみました。 

昨年度までの個別リハ、グループリハ、環境支援

は、継続して行ってきました。新たな取り組みと

しては、左記の 2 点になります。この数年いろい

ろな活動を行ってきましたが、ご利用者それぞれ

の思いや障害像の違いにより、同じ活動のなかで

対応する難しさは感じています。 一方で、心身

機能は低下しながらも、他のご利用者と一緒に 

活動に参加できる機会を持つことで、生活に張り

を持たせることができたご利用者もいます。個別

で取り組むことと、グループで取り組むこととの

バランスを図りながら、ご利用者の目標とする 

ことにつながって いける取り組みを継続して

いくことが必要だと考えています。 

 

（２）ご利用者支援の質をあげていくために、リハビリテーションの視点から情報発信していきます。  

取り組み内容 評価 

日々の取り組みのなかで、他職種との情報

交換を行ってきました。2 月に行った人財

育成内部研修では、国際生活機能分類

（ICF）の視点から、疾病と障害についての

理解とご利用者の全体像を把握する視点を

共有しました。 

人財育成内部研修では、これまで障害の概念の

理解のために ICF の視点からの説明を行ってき

ましたが、今回は ICF の使い方にも焦点をあ

て、支援について考えていこうとしました。研

修時に、十分議論を深めていくことはできませ

んでしたが、参加者に意見を求めたことで、そ

れぞれが考える時間を持つことができたのでは

ないかと思っています。また、今回の取り組み

をリハビリテーション科としても続けていくた
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めに、次年度の目標に、ICF を取り上げることに

しました。 

 

 

【食事支援課】 

（１） 安心安全で安定した食事提供 

取り組み内容 評価 

・現在、3 ヵ月に一度の全体聞取りおよび、

都度ご利用者からあげられたご意見をもとに

メニュー内容の考案、修正、食材の硬さ、味

付け、形状の工夫を課内ミーティングで共有

し、通常献立やイベント行事献立に反映させ

ました。また調理職員によるメニュー紹介等

のアナウンスを継続して行い、ご利用者へ

「食事」「楽しみ」「食事をつくっているひ

と」「季節感」の認知を図り、満足度向上に

努めました。 

・体重減少者にエンシュアゼリー提供の開始

を行いました。 

・支援員、サービス管理責任者、専門職との

カンファレンスを行った結果をご利用者の

個々に合わせた特殊オーダー対応（通常の食

事形態にない食事提供オーダー等）を行いま

した。食形態、食事提供変更などに伴う場合

の手順取り決め、変更に伴う責任の所在等、

改めてご利用者の意見を主とする支援員から

のオーダーといった仕組みづくりの確認を継

続的に行いました。 

・食事の楽しみ、地域との関係性強化を図る

ため、近隣施設（就労継続支援 B 型事業所）

で製造しているパン、こんにゃくの納品契約

を結び、みずきご利用者の食事提供に組み込

みました。ご利用者からも美味しいといった

評価をいただき、満足度向上にもつながって

います。 

・VISION2028 の食セクションのイベント対

応と提供を行いました。（多摩ブロック全体

へ） 

・ご利用者へ現在提供している食形態、食材の硬

さ（加熱）、形状（切り方）、適応した増粘剤に

ついて、継続的に検討が必要であると考えます。 

・引き続き関係各課（科）とのご利用者情報の共

有、確認を行いながら、現状の各課（科）で継続

実施できる対応を行っていきたいと考えます。 

・体重減少・増加・緊急時などの対応方法のマニ

ュアル化を今後もすすめ、柔軟な対応ができるよ

うに基礎力を強めていきます。 

・今後も継続的な近隣施設との関係性づくり、情

報交換を行い、より良い食事提供につながればと

考えます。 

・VISION2028 多摩ブロック全体の食セクション

イベントのフォローアップを行い参加されたご利

用者、職員から好評をいただきました。 

・外部への食事提供についての基礎構築はでき

て、配送を継続しています。今後に向けて課題点

の抽出、課題解消方法の構築が後の課題であると

考えます。 

・ミーティングをもとにクライアント側（グルー

プホームえだまめ）対象事業所内の運営方針、ワ

ークルーチンとみずき食事支援課に合わせた提供

方法を実施ました。また、グループホームえだま

めご家族に向けて、みずきの見学会および試食会

を実施しました。ご家族にご利用者も召し上がっ

ている食事を試食していただき、障害者支援施設

とグループホームにおける食事提供の制度につい

て説明を行い配食サービスの詳細等、説明の場で

はご理解をいただくことができました。 
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・クライアント側（グループホームえだま

め）へ食事提供を行い、課題点（衛生面やタ

イムスケジュール、請求面、食事提供方法、

配送方法、ワークルーチン、注文、その他）

の調整を行いました。 

・クライアント側（グループホームえだま

め）と１月に一度程度のミーティングの機会

を持ちました。 

 

 

（２）栄養ケアマネジメントにもとづく食事提供 

取り組み内容 評価 

・栄養ケアマネジメントのアセスメントモニ

タリングにもとづき必要な栄養ケアを実施し

ました。 

・他職種と連携、情報交換を行い栄養の維持

改善に活かしました。 

・食欲不振や嚥下機能の低下、身体的な負担

から食事を十分に摂取できないご利用者が増

加し、栄養補助食品の摂取が増えてきている

ので適応した食品提供のアナウンスを行って

います。 

・日々の生活では栄養状態が維持できていても、

感染症や持病の悪化などにより急激に栄養状態が

悪化するケースがみられます。栄養状態を良好に

保つことに加え、予備力となる体力の維持も考慮

した栄養ケアを実施する必要があります。 

 

 

（３）衛生基準の周知確認 

取り組み内容 評価 

・HACCP に沿った衛生基準で、入居支援課

および通所支援課において必要な衛生書類の

記入を実施していただいています。基本的な

衛生基準の情報提供および、周知については

継続して確認を行っています。 

食事支援課については、衛生書類、調理設備

ともに HACCP にもとづいた対応を実施して

いたため、今後も基準に則った対応を継続し

ていきます。（集団給食法・HACCP 厚生労

働省・保健所指針） 

・基本的な衛生基準に則った衛生管理を実施して

いけるよう、継続して関係各課の確認を行ってい

きます。 

・ご利用者の個人購入品の消費期限の確認を継続

して行っていきます。 

 

 

 

 

【地域支援課】 

（１）「地域資源・ニーズとみずきをつなぐ」コーディネートをしていきます。 

取り組み内容 評価 
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ピアカウンセラーやボランティアとの日程

確認・受け入れ・参加利用者の誘導のみで

「地域資源・ニーズとみずきをつなぐ」た

めの取り組みはできませんでした。 

ボランティアについては昨年度の社会福祉協議

会への働きかけにより４月より新規で１名の方

の活動につながりました。７月の地域コーディ

ネーターの退職により、それまで施設近隣へ定

期的に行っていた広報活動も途切れてしまいま

した。次年度にむけて「地域移行意向確認」の

ツールのひとつとしてピアカウンセリングが活

用されるよう内容を見直すほか、相談支援課へ

課題を引き継いでいきます。 

 

（２）みずき短期入所が、在宅生活をされているご利用者のニーズに添い、安心・安全に利用いた

だけるようマネージメントします。 

取り組み内容 評価 

可能な限り入退所対応に入り、ご家族や職

員とのコミュニケーションやご利用者や支

援状況の把握に努めました。主催する短期

入所調整会議では、サービス管理責任者、

生活支援員、看護師と、受け入れにあたっ

ての対応上の課題、ご利用者個別の課題の

確認・検討し、ご利用者に安心・安全に過

ごしていただけるよう努めました。 

利用時の支援課題については、短期入所調整会

議で確認・解決ができるものと、入居の運営会

議での審議を仰ぎながら、ニーズに寄り添い、

安全にご利用いただけるように対応できまし

た。一時、ご利用者（ご家族）からの利用希望

が日程調整に反映されない状況があり、不満・

不安の声をいただくことがありましたが、管理

課とも事例共有し、以降同様の問題の再発はあ

りません。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）利用率目標値・・１００％（黒字化・・８０％） 

取り組み内容 評価 

ご利用登録人数が増えないなか、利用率が

少しでも上がるように、ご利用者のニーズ

にあわせて、おひとりの方に複数回に分け

て、あるいは支給量最大で利用いただける

よう利用調整を行いました。また、見学や

新規の問い合わせに対しては丁寧且つ積極

的な対応に努めました。 

毎月ご利用いただいているご利用者の約半数が

みずき生活介護Ⅱのご利用者で、生活介護Ⅱの

送迎を利用できるよう、生活介護Ⅱの利用日に

入退所日を設定した結果、一定程度利用率が安

定しました。ご家庭の事情などで急な利用申し

込みについても、入居支援課や担当相談員と連

携を図りながら対応することができました。し

かし、利用登録者を増やすことができず、年間

をとおして利用率は約６０～８０％の範囲でし

た。課題としては、入居利用者への対応に影響

があることで、日中他法人の事業所に通いたい

方からの利用希望をお断りするケースがあり、

そういったニーズへの対応力をつけていくこと

や、みずきに日中滞在していただける利用者層
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として、都内２３区にお住いの方を対象とし

て、その担当相談支援事業所に営業を行い、新

規利用者の獲得を目指していきます。 

 

【サービス支援室】 

（１） アセスメント会議から個別支援計画同意確認までのスケジュールを円滑に行います。 

取り組み内容 評価 

① 同意確認スケジュールの変更と半期ご

との実施を試行します。進捗管理表の作

成と見える化をし、同意確認スケジュー

ルの移行を滞りなく行いました。 

 

 

① 進捗管理表を見える化で、基本情報の更新

や書類作成、会議や面談の日程調整に対し

職員の協力を得ることができただけでな

く、業務分散の調整もできました。次年度

は入居ご利用者の同意確認の時期の変更を

行っていきます。 

 

（２）個別支援の充実をはかっていきます。 

取り組み内容 評価 

① ご利用者の変化に合わせた支援内容を

行っていきます。カンファレンスや担当

者会議、必要時にはご自宅訪問やご家族

面談を行っています。状況の共有をする

ことで最善の選択ができるようにしま

した。 

② ご利用者理解や具体的支援について、環

境整備などの課題解決に取り組んでい

きます。施設内だけでの解決ではなく、

行政や相談、ご家族をも含めて支援の検

討を行う支援者会議を実施しました。 

③ 日常から情報共有や支援検討の機会を

積極的にもち、関係機関と連携を強化し

ていきます。相談支援専門員の変更もあ

り、ご利用者理解のため、相談員の施設

見学の実施と情報の共有をはかりまし

た。ご利用者の状況の変化が大きく、支

援の変更の可能性の高い方だけでなく、

医療機関、ご家族も含め、日常の様子に

ついて密に連絡をとり情報を共有する

ことに努めました。 

④ 地域資源を積極的に活用し、地域とのつ

ながりをはかっていきます。 

外部生活介護ご利用者 3 名 

今年度はご本人参加のアセスメント会議にはじ

まり、生活意向を汲み取る機会の確保と実現のた

めに取り組むことを意識しました。次年度は地域

移行の意向確認が義務化され、ご本人の意向をよ

り丁寧に汲み取っていけるよう機会の設定など、

個別支援計画への反映が必要となります。ご家族

や地域、実施機関、相談支援専門員、後見人など

の関係者との関係性をどう築いていくかを考え

ていく必要があります。 

施設内での支援にとどまらず、ご利用者の地域

への関心を高め、地域資源の活用を積極的に推

進していきます。 
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新規ボランティアの利用開始 

各課と連携し、ケア担当者が担当ご利

用者の個別支援や長時間外出の計画の

作成、準備、利用できそうなサービス

の利用ができるよう情報提供を行いな

がら、進捗管理を行いました。 

   

（３）支援力の向上を推進していきます。 

取り組み内容 評価 

① ご利用者理解を推進していきます。生活

支援員とともに、地域の障害理解の機会

に参加しました。 

② 支援することについて考える機会を検

討します。事例からみる権利擁護研修を

実施しました。 

③ 施設見学や事例検討会、研修の参加機会

を提案します。活動メニューや新しい機

器の導入を参考にしたく、外部施設に見

学に行っています。交流も目的として、

生活支援員へ施設見学を提案、ともに参

加しています。 

研修や施設見学など、外部との交流機会を積極的

にもち、関係性を構築していくとともに、ご利用

者支援の充実にもつなげていきたいと考えていま

す。 

 

 

【管理課】 

（１）ご利用者が満足してサービス利用していただけることを目指した管理課運営を行います。 

取り組み内容 評価 

① 利用者理解を深める・・管理課職員が順

番に入居支援課のご利用者懇談会に出席

し、管理課からのお知らせを直接伝える

試みを行いました。発信する内容は前も

って課内で確認し、懇談会で上がったご

利用者の声を共有しました。 

② みずき管理課内・多摩ブロック内の情報

共有と連携の強化を図る・・みずき管理

課会議、朝の打合せ、多摩ブロック管理

課会議、管理課運営会議、クラウドでの

情報共有を随時行いました。今年度はえ

だまめＳＳ請求・健康保険／厚生年金保

険／雇用保険事務処理・労働条件通知

書・辞令発令・退職共済・下半期より狛

江エリアの会計関係・年末調整の確認作

① 自販機の入替・業者の作業予定・年末年始の

事務所の予定・新職事務員等について発信を

しました。懇談会でのご利用者の様子や会の

内容は、事務所にいては知ることができない

ものなので、貴重な体験の場となりました。

しかし、今年度は事務員の入退職が頻発し、

新事務員には、ご利用者の基本情報等をとお

して利用者を理解することも必要ではないか

と感じました。次年度は、利用者懇談会に拘

らず、必要に応じての情報共有・発信を検討

します。加えて、大規模修繕の申請が採択さ

れた場合は、工事が開始となりますので、丁

寧な説明を心がけていきます。 

② 労務・会計・請求業務については拠点を超え

た連携がすすんでいます。狛江エリアの事務
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業・担当退職後の給与システム入力につ

いて、みずき管理課で事務処理を開始し

ました。1 月より会計担当者が週１日の

ペースで狛江での勤務を行っています。

狛江エリアで配置された会計担当者の育

成・引継ぎも、みずき会計担当者が実施

しています。 

③ 他部署連携・相互理解をすすめる・・掲

示板での情報発信・全体予定の記載を積

極的に行いました。請求・会計・修繕・

工事等については対象部署との詳細な確

認を行い、勤怠関係や個別な要望につい

ては、丁寧な対応を心がけました。期日

前投票への同行や運動会等行事への参加

も実施しました。 

① ④業務の効率化、円滑化、利便性の向上

等をすすめる・・昨年度より取り組んで

いた業務日誌・労働者名簿のマクロを活

用した自動作成は、順調に開発がすすん

でいましたが、中心になっていた事務員

が退職したことで、開発・更新は中断と

なりました。社会保険事務の電子申請へ

の切り替えを行いましたが、ＩＤの権限

について理解が不十分だったため、想定

していた運用ができていません。年２回

のユニホームの交換は、５月・１１月に

実施しました。 

員の退職、新事務員の配置により、多摩ブロ

ック管理課内の情報共有と連携強化は、次年

度も継続して取り組みが必要な課題となって

います。担当不在時でも、ブロック内での柔

軟な対応の実施や繁忙時にはカバーし合える

ような体制整備を目指したいと思います。 

③ 新事務員を含め担当業務について、掲示板や

全体予定での発信を積極的に行い、職員の個

別対応も丁寧に行いました。次年度も迅速な

レスポンスを心がけ、他部署の負担やストレ

スが少しでも軽減ができるよう取り組みま

す。 

④ 労働者名簿については、次年度に人事労務ツ

ールが導入されるので、機能を確認してから

後任者へ引継ぎを検討します。業務日誌につ

いては、３月よりブルーオーシャンが導入さ

れ次年度４月より実働となります。それによ

り他部署の業務日誌のスタイルが大幅に変更

となるので、管理課業務日誌も作成工程・様

式の変更が必要となります。 

社会保険事務の電子申請への切り替えは、導

入される人事労務ツールに組み込まれるの

で、次年度は実施可能となる見込みです。 

ユニホーム交換は、狛江エリアも含めた対応

を次年度も実施します。 

日中一時支援・市単独型ＳＳの利用者請求に

ついて、現在はシステムに頼らず担当が請求

書・領収書・代理受領額通知書を作成してい

ます。これについては、他のサービスに合わ

せワイズマンＡＳＰへの移行・ブルーオーシ

ャンとの連携を検討していきます。次年度の

実働を目指します。 

 

（２）法人の計画と連動した管理課運営を行います。 

取り組み内容 評価 

① 法人本部の動きに連動する・・財務部、

ものセクション、えんセクション、人財

部、労務セクション、新卒採用チーム、

キャリアアップ採用チーム、人件費管理

① 法人 VISION2028 に主体的な参画をし、課

業務をすすめました。事務員退職により空席

となったキャリアアップ採用チームについて

は、新しい事務員を配置し採用活動を以前の
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分析ＭＴ、ＤＸ推進プロジェクトに課員

が配置され活動しています。それぞれの

状況を管理課会議で共有し、課業務は法

人本部の動きと連動しながらすすめてい

ます。 

② 予算編成・執行管理を精査する・・えん

セクションと連携し、適切な予算管理を

実施しています。毎月の会計往査後、財

務関係の資料を作成し管理職と共有して

います。また、Ａ３表の作成を継続しリ

ーダー会議で活用しています。中長期資

金・設備計画については、ものセクショ

ンと連携し更新をすすめています。助成

金・補助金を含め持出し分がわかるよう

工夫しました。 

③ 法制度の動向を把握し遵守する・・４月

に運営規定の変更届、６月に管理者・サ

ビ管異動に係る届出、就業規則・給与規

定改定に伴う届出を行いました。法人本

部と連携し、規定に沿った労働条件通知

書の作成、給与支給を開始しました。請

求での加算の算定についても、随時確認

をしながらすすめました。 

状況に戻しました。担当不在の間は、緊急度

を可視化し電話対応の基準を新たにつくり共

有しました。緊急度により対応を変えて、有

力な応募者については面接日の調整まで行う

ようになりました。 

② 最新の中長期資金・設備計画の共有をすす

め、課内で細やかな検討に取り組みました。

会計システムより経営分析のためのグラフと

表で構成された財務報告資料を、毎月作成し

管理職に提供しました。 

③ 起案書、物品購入依頼書の様式の標準化が行

われました。情報共有・推進を図っています

が、施設全体に浸透するにはもう少し時間が

必要です。文書保存年限も含め、施設内の定

着がすすむよう取り組んでいきます。 

 

 

（３）施設（建物・設備・備品）管理をすすめます。 

取り組み内容 評価 

① 大規模修繕計画の補助協議をすすめ

る・・4 月に事前協議、5 月に確認書提

出、6 月に事業計画書提出、9 月に協議

書提出をしました。施設内では大規模修

繕工事に向けて推進会議を立ち上げ、工

事中の動線や区割りなどの検討を行いま

した。管轄行政からも補助金の交付を受

けるため、情報共有を開始しました。残

念ながら令和 7 年度の補正予算協議は

不採択となりました。 

② 補助・助成金を最大限活用した設備・備

品の導入・更新をすすめる。ゼロミッシ

ョン化に向けた省エネ設備導入・運用改

善支援事業・・前年度第５期申請で当選

① 今後については、今回の協議内容をそのまま

令和 8 年度当初予算協議に移行して再協議

することとなりました。提出済みの協議内容

で 3 月～4 月頃再協議、内示が 7 月頃とな

ります。再協議で採択された場合、当初予定

の工期が遅れて始まる形になります。それに

向けて準備をすすめていきます。 

② 次年度も有効な補助・助成金の活用を検討し

ます。 
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し、今年度エアコンの更新・照明の

LED 化を実施しました。中央競馬馬主

社会福祉財団の施設整備等助成事業・・

福祉車両の更新を実施しました。納車は

次年度になります。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２5）年３月３１日） 

【【施設入所支援】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

３６５日 ３２名 ３１名 １１２８９名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

３０．９人 ９６．７％ ９５．３％ １０１．４％ 

 

【生活介護Ⅱ】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

309 日 20 名 30 名 4041 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

13.1 人 65.4％ 72.5％ 90.2％ 

 

【短期入所】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

365 日 2 名 12 名 526 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

1.4 人 72.0％ 100％ 72.0％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和 7（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常

勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

生活支援員（Ⅰ課） 32 32.1 30 8 ３ ４ 

生活支援員（Ⅱ課） 18 16.9 12 6 5 2 

看護師（Ⅰ課） 4.3 3.8 3 1.0 1 0 

看護師（Ⅱ課） 3 3.4 2 2 0 0 

機能訓練指導員 1 2.2 2 0.2   

管理栄養士/栄養士 1 1.4 1 0.4   

調理員  6.0 4 2.0 1  

カフェ店員  1.5  1.5  1 
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事務職員  5.0 4 1 4 4 

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  1.0 1   1 

サービス管理責任者 1 2.0 2    

管理者（施設長） 1 1.0 1    

医師 1 0.1  0.1   

 

５. 事故報告 

（１）重大事故   

日付(時間) 内容 対応・対策 

R7.3 月 電動車椅子で単独散歩されていたご利用者

が、近隣駐車場で転倒しているところを発見

される。救急車で搬送され頭部外傷等の治療

後に一度帰設されるも、移乗時に力が入らな

いなどの様子みられ意識消失により再搬送。

一度は意識もどるも 4/2 亡くなられる。 

東京都へ報告。 

電動車椅子での移動や単独外出さ

れる方へ、走行時の操作の注意を

促す。 

 

 

（２）事故ヒヤリハット（件数） 

大区分 怪我等 38 服薬関係 16 医療行為 3 対人関係 91 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血 7 誤薬 1 経管栄養  利用者同士 1 

表皮剥離 3 忘れ 3 点滴関係  利用者と職員 1 

内出血 1 落下 8 バルン関係 2 情報管理 11 

打撲 6 吐き出し 1 処置関係  所有物管理 29 

火傷 3 セットミス  未測定  機器操作 20 

誤嚥 2 その他 3 その他 1 その他 29 

異食 4  

その他 12 その他(所在不明含む) 7 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 

日付 内容 対応 解決 

4 月 ３/3 ご利用者から職員へ苦情 

夜間、呼吸が苦しくなるので車椅子に

移乗を頼んだが、あとでと言われ、そ

の後の訪室がいつもより遅い対応とな

った。ご利用者の意向が聞き入れられ

なかった。 

対応職員へ状況確認。 

当該職員への注意と指

導をする。権利擁護研

修（事例検討）を実施

する。 

ご本人が亡くなったた

め、ご本人確認ないま

ま対応終了となる。 

8 月 8/19 ご利用者が他ご利用者へ苦情。

ひとがいない場所で話しかけられ、ひ

との悪口を聞かされ嫌な気持ちにな

る。苦情として取り扱ってほしいが、

対象ご利用者の居室に

管理者と入居 MG が訪

室。苦情内容を伝え

る。苦情申し立てされ

伝えることで解決とす

る。 
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仕返しが怖いので名前を出さないでほ

しい。 

たご利用者には、あげ

たことを聞かれたら違

うと答えるよう伝え

る。職員には行動の様

子を見守るよう申し送

りをする。 

10 月 10/9 ご利用者から職員へ苦情 

職員記載のケース記録より。「起床

介助時、居室洗面台で尿器を洗う職

員がいる。やめて欲しい。（名前は

言いたくないとのこと）」の内容を

苦情受付担当者が翌日に発見。翌々

日に休日明けのケース記録記載職員

に状況確認後、ご本人に内容を聞

き、相違ないことを確認する。日

時、該当者を複数回うかがうも、

「忘れちゃった。」とのことであっ

た。部署責任者として看過できない

内容であったため、ご本人了解のう

え、苦情として取り扱うこととす

る。 

11 月権利擁護委員会

にて、課題を抽出し、

その意見から対策を検

討。その方法を周知。

現場へルールを再周

知、マニュアル作成を

行う。Ⅰ課運営会議に

て、内部研修を企画。

職員会議内にて実施。 

利用者懇談会にて苦情

報告とともにご利用者

からの意見をうかが

う。 

内部研修とマニュアル

作成、周知を行い終了

とする。 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 お花見・お花見献立 永年勤続表彰、第三者調査委員会、チューター

研修 

５月 しょうぶ湯、子どもの日献立 権利擁護研修（苦情をもとに）①、チューティ

ー研修 

６月 父の日創作、スポーツ大会、和菓子の日

献立 

権利擁護研修（苦情をもとに）②、特別支援学

校生徒実習生 1 名、保育士養成実習生（２

名）、食品衛生意識向上月間（食中毒予防）、

感染症予防研修、SUNRISE56 号発行 

７月 七夕飾り、七夕・海の日献立 新職フォローアップ研修、特別支援学校生徒実

習生 1 名、普通救命講習（府中消防署）、近隣

施設栄養士会（café at）、第 1 回定期健康診

断 

８月 あさひ苑まつり、ナツみずき(花火、スイ

カ割り、映画鑑賞等)、山の日献立 

防犯研修（施錠・開錠基準の確認） 
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９月 みんなの展覧会、敬老の日・秋分の日献

立、利用者健康診断、移動水族館 

防災訓練（火災想定）、医大生福祉体験（２

名）、SUNRISE57 号発行 

１０月 スポーツの日行事献立 地域連携推進会議、第三者調査委員会、第三

者評価訪問調査、東社協登録講師派遣事業

（接遇・ビジネスマナー） 

１１月 デフリンピック応援イベント、みずき

まつり献立 文化の日行事献立 

 

感染症予防研修 

１２月 ゆず湯、もちつき、クリスマス行事献

立 大晦日行事献立 

グループホームえだまめご利用者ご家族見学

会、試食会 

１月 元旦お節献立、七草行事献立、成人の

日行事献立 

第三者調査委員会、第三者評価報告（ご利用

者、職員）、新職フォローアップ研修、権利擁

護虐待防止研修、職業訓練校実習受け入れ 

２月 デフリンピック応援イベント、節分行

事献立、バレンタイン行事献立 

 

障害と疾病の理解、第 2 回定期健康診断 

 

３月 お花見、ひな祭り行事献立、春分の日

行事献立 

防災訓練（夜間想定）、職業訓練校実習受け

入れ 

  

 

（２）特記事項 
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   狛江エリア 

  令和７年度（２０２５年度）事業報告 

 

１. 総括 

 足立邦栄会が２００５（平成１７）年４月に狛江市からポンテの事業を受託し運営を開始して、 

今年度で２０年を迎えました。そして２０周年を、狛江エリアそして法人全体で盛り上げました。 

そのなかで改めて私たちの事業の意義を認識するとともに、未来に向けて新しい力もどんどん成長

していることが実感できました。  

昨年度１１月にえだまめ（共同生活援助）、２月にやまぼうし（共同生活援助）、今年度 4 月に

えだまめ（短期入所）が開設しました。グループホームは空床が継続する状態が続き、短期入所は 

下半期から本格稼働したものの目標利用率には届きませんでした。また通所事業では目標利用率に

届かず十分な収益を上げることができませんでした。訪問・相談事業では、実績が下がっています。

全体的に収支のバランスに安定感を欠き、狛江エリア全体で厳しい収支となっています。 

次年度に向けては、収入増を軸とした財務の改善目標を掲げており、それに向かってご利用者の 

安心・安全な生活環境の整備や、運営基準・コンプライアンスの遵守、労働環境の整備等すすめて 

いきます。 

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１） 狛江エリア(以下、エリア)としての管理機能の向上を目指します。 

取り組み内容 評価 

①各事業所の職員状況を数字として見える

化、エリアで共有・・現在の配置状況を職

員名簿や勤務体制一覧表、人件費算出シー

トで見える化し、管理職層で共有を図って

います。 

②エリア内の採用や異動等を検討・・運営基

準上求められる人員配置を確認していま

す。現場の実態・必要性に応じた職員配置

を検討し、次年度の異動等の検討を行いま

した。 

③事務管理体制の見直し・・多摩ブロック管

理課会議や業務分掌の見直し等行い、みず

き拠点との協働をすすめました。しかし、

下半期は事務職員の退職があり、狛江エリ

ア内の事務を円滑に処理できない状況が

生まれてしまいました。 

④ポンテ２０周年をエリアとしてバックア

ップ・・ポンテ 20 周年を狛江エリア 20

①利用者獲得の営業活動も踏まえた収入予測を

立て、収支のバランスの取れた適正な人員配置

を確立させ、管理職で共有し、指導職への見え

る化にも取り組みました。 

 

②異動については必要性と意向のマッチングを

図っています。「異動とキャリア形成意向アン

ケート」を活用しています。ただ意向より必要

性が優先されるケースもあります。 

 

③まずは職員体制の安定・定着を図り、遅れがち

になっている事務作業を、みずきと連携を深

め、スケジュールに沿って実施できるようにし

たいと思います。さらに DX 化の推進等、法人

の動きに呼応していきます。 

 

④２０周年は、足立邦栄会および狛江エリアにと

って重要なイベントでした。1１月のポンテの
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周年としてとらえ、エリア内リーダー会議

中心に、7 つの企画を実行しました。ポン

テのｊｉｊｉ’ｓ ｃａｆｅ、狛江市のイ

ベントであるいかだレースへの参加、こま

ほっとシルバー相談室多摩川住宅での合

同展示会、音楽まつり、ポンテ２０周年式

典、ラッピングカー、えだまめマーケット

です。 

また法人全体で狛江エリア 20周年を祝う

という機運が高まり、谷在家さくらマルシ

ェへの参加や広報選抜隊といった、

VISION2028 のなかで関連した取り組み

が複数なされています。 

式典をはじめ、計画的に実施し盛り上がるもの

にできたと思います。法人全体の動きにも、狛

江エリアとして呼応することができました。 

 若い力の成長を実感できましたし、私たちが地

域のなかで事業を展開していく意義を再確認

できたと思います。 

 

（２）エリアの事業を安定的にすすめられる体制をつくります。 

取り組み内容 評価 

①新規事業の安定運営を目指し、エリア内事

業所全体の業績管理・・新規事業について

は、職員体制はまずまず安定して推移しま

したが、共同生活援助では空床が長期間継

続し、短期入所は体制整備が遅れ本格稼働

は 9 月からになりました。他事業において

は、目標の実績に届かないところがあった

り、そもそも収支を考えた目標設定がされ

ていなかったりと、課題が浮き彫りなりま

した。 

②新たな採用方法・・法人キャリアアップ採

用チームで採用活動を集約し、ハローワー

クや成功報酬型採用を活用した採用に加

え、直接応募や法人ホームページからの応

募による採用でも成果が上がりました。 

①安定運営には、職員体制の安定と、営業活動、

空床発生時の迅速で積極的な動きが大事だと

認識しています。同時にそのノウハウや推進力

が十分ではないことを痛感しています。また業

績管理だけでなく、運営基準の遵守について

も、取り組むべき課題が多いことが明らかにな

りました。 

 

 

 

②法人ホームページや直接の応募が見られるよ

うになっており、採用ホームページのコンテン

ツ充実をエリアとしてもさらにすすめていき

たいと思います。 

 

（３）地域で求められる役割を把握し、すすめていきます。 

取り組み内容 評価 

①地域コミュニティ班や広報委員会が安定

して動ける体制づくり・・エリア内事業所

横断的に構成されている三つの委員会が

活発に活動しています。地域コミュニティ

委員会では、(地域包括主催の)「こまぱく」

後継イベントの企画、広報委員会ではイン

①三人のマネージャーが各委員会のリーダーに

なることで、安定して実施できる体制整備がで

きました。 

 「こまぱく」後継イベントの企画、ホームペー

ジでの活動紹介、法定研修のさらなる充実等、

各委員会の課題は明確になっています。 
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スタグラム等の積極的発信、研修委員会で

は虐待防止や感染症予防といった法定研

修の企画・実施を行いました。 

②第三者評価の実施。結果を次年度計画に落

とし込めるようスケジュール管理・・対象

事業所のうち、えだまめ短期入所を除く三

事業所で受審しました。 

③地域連携推進会議の整備をエリアとして

すすめる・・今年度は第三者評価の実施を

以て、パンダにおける地域連携推進会議の

実施は見送りました。パンダの第三者委員

については下半期に委嘱、こまえ工房の第

三者委員は下半期に前任者退任のご希望

で交替しました。いずれも地域の民生委員

の方に就任いただきました。 

 

 

 

②評価結果のフィードバックと次年度計画への

反映を意識しました。えだまめ短期入所につい

ては、令和９年度受審を予定します。 

 

③ご利用者・ご家族、地域、行政等関係機関との

連携を広げていき、次年度はグループホームに

おいて地域連携推進会議を実施できるように

していきます。 

 またご利用者の権利擁護環境を整え、職員の意

識啓発も見据え、次年度はポンテ・こまえ工房・

パンダの３名の第三者委員と、管理職が話し合

う「第三者調査委員会」を実施したいと思いま

す。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）狛江エリアで事業活動収支差額黒字を目指します。 

取り組み内容 評価 

①ポンテ・・目標利用率には届きませんでし

たが、新規契約２名あり、徐々に利用率は

上がり、昨年度を上回る実績となっていま

す。次年度１名利用希望ありますが、施設

入所が決まれば利用終了になる方も複数

います。ほか、加算の取得をすすめました。 

②-1 こまえ工房（生活介護）・・登録者が伸

びず、また欠席も多くあり、目標利用率を

下回りました。ほか、加算取得をすすめま

した。 

②-2 こまえ工房（就労継続支援 B型）・・ほ

ぼ想定どおりの利用率で推移しました。就

労支援の収入が低下しています。 

③相談支援センターみずき・・昨年度末に相

談支援専門員が１名退職し、受け持ってい

たケースを他事業所に引き継いだため、請

求件数は大きく下がりました。新たに１名

採用し元の体制に戻り、徐々に新規契約者

が増えていますが、昨年度から大きく実績

は下がっています。 

①東京都重症心身障害児（者）通所事業の定員増

（５名→１０名）を次年度行う予定です。特別

支援学校卒業生以外の利用ニーズの調査、中途

障害者の生活ニーズに応えるサービス内容の

見直し（あいとぴあセンターでの入浴の実施）

等が検討課題です。 

②次年度は特別支援学校の卒業生複数名の新規

利用を受け入れる予定です。登録者数の目標

を、両サービスとも２５名に定めていくことと

しました。生活介護は加算の取得と利用率の向

上を図ります。就労継続支援 B型は、平均工賃

の向上を明確に見定めた就労支援施策を打ち

出したいと思います。 

③現在の平均月３5 件前後の請求件数を、５５～

６０件に増やすことが収支上は求められます。

体制を整えても早期には達成できませんが、検

討・準備を行い、複数年度単位で目標設定して

取り組みたいと思います。また職員の配置・資

格・研修要件等を満たす見込みのため、基本報

酬の見直し（強化型の単価設定）、複数の加算の
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④みずきケアセンター狛江・・移動支援は目

標達成、日中一時支援と居宅介護は目標に

届いていません。事業所としての収支はマ

イナスとなっています。課題となっていた

ヘルパーの確保はすすみましたが、利用ニ

ーズの高い休日の配置はあまりすすんで

いません。 

⑤-1 パンダ・・空床出ましたが、早期にご入

居者が決まりました。建物は老朽化が見ら

れ、修繕箇所は年々増えています。 

⑤-2 えだまめ（共同生活援助）・・昨年度１

１月の開設後すぐに満床になりましたが、

２月に１名ご逝去後半年間空床が続きま

した。それに加え加算（国・都）も当初の

想定どおりには取得できておらず、収入は

開設前の予測より低くなっています。 

⑤-3 えだまめ（短期入所）・・4 月の事業指

定後、本格稼働が４月→９月と遅れてしま

いました。説明会を７月に実施し、９月か

ら本格的に受け入れをスタートさせまし

た。徐々に利用は増えていますが、目標に

は達していません。 

⑤-4 やまぼうし・・4 床のうち 2 床空床で

スタートし、7月に 1 名入居され、１床空

床が続きました。 

 

・狛江エリア総括・・新規事業が収入面で

想定に届いていないことに加え、既存事

業も複数で昨年度より実績が下がってい

ることにより、年度の収支は大きなマイ

ナスとなりました。 

取得を行う予定です。 

④収支を考えた利用目標が立てられていません。

また収益率の良いサービスと悪いサービスの

配分も考える必要があります。利用ニーズと勤

務に入れるヘルパーのマッチングの精度を上

げていきたいと思います。日中一時支援や移動

支援の報酬単価交渉を、狛江市に対し行ってい

く必要があります。 

⑤-1 オーナー様との今後の土地建物の使用につ

いて協議していきます。計画的に準備していか

なくてはなりません。 

⑤-2 ８月から再び満床になり継続しています

が、加算等の精査をして収入アップを図りま

す。支援員の配置不足は解消しましたが、支援

の充実、兼務や勤務体制の再検討も必要と考え

ています。 

 

⑤-3 利用増に向けては、一人ひとりの利用ニー

ズに丁寧に対応していき、少しずつ実績を積み

上げていくことが大事です。地域生活支援拠点

としての機能をどう果たしていくかも検討が

必要です。 

 

⑤-4 ご入居者の安心・安定を大事にしつつ、営

業活動を、オーナー様と協力し、活発にしてい

きます。 

 

・事業ごとに収支の精査がさらに必要です。収

入を安定して上げていくことを次年度は中心に

すえ、かつ適正な人員配置（人件費支出）を明

確にしていきます。 

 

 

３. 利用状況・・各事業所報告参照 

４. 職員状況・・各事業所報告参照 

５. 事故報告・・各事業所報告参照 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等）・・各事業所報告参照 

７. 活動・運営報告 

（１）月次・・各事業所報告参照 
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（２）特記事項 

 

 

【生活介護事業所 ポンテ】 令和 7 年度通期事業報告 

 

１. 総括 

   狛江エリア 20 周年ｙｅａｒの取り組みが今期の事業運営のバロメーターになっていたと思いま

す。若手職員の発案からいかだレースの出場が決まり、その後のさまざまなイベント開催を含め、 

エリア全体が一体となって取り組めたのではないかと思います。 

ポンテとしては「温故知新」をテーマに昔懐かしい活動から新たな活動まで、幅広い活動メニュー

を提供しました。また作品づくりではみんなで新商品の開発に切磋琢磨しました。 

地域に向けてポンテを知ってもらうということで、ラッピング送迎車の運行を３月まで行い、大変

好評をいただきました。２０年という節目だからこそ歴史を振り返るとともに、新たなチャレンジも

あり、今後のさらなる発展につながる第一歩となったのではないかと思います。 

  

２-1. 重点目標に対する評価 

（２） 故きを温めてポンテに取り込もう 

取り組み内容 評価 

ポンテ２０年の歴史を振り返り、カフェを 

はじめ、以前好評だった活動を昔の記録を 

読み返しながら実施しました。また、狛江エ

リア２０周年ｙｅａｒとして、第 33 回多摩

川いかだレース大会への出場、こまほっとシ

ルバー相談室多摩川住宅のスペースを使っ

た作品展示会、こまえ工房と合同で行った音

楽まつり、ラッピング送迎車の運行等、狛江

エリアの職員一丸となって取り組みました。 

活動の様子はインスタグラムで積極的に発

信しました。 

活動では温故知新をテーマに一年間取り組んで

きました。以前実施した活動を取り込むことでメ

ニューの幅が広がりました。 

狛江エリア 20周年ｙｅａｒということもあり、

今までに経験のない取り組みもたくさん行いま

した。その代表が「第 33 回多摩川いかだレース

大会」への挑戦でした。職員とご利用者が一体と

なり、楽しみながら応援グッズの制作や当日のレ

ース出走にかかわりました。こまほっとシルバー

相談室多摩川住宅の展示会やラッピング送迎車

に貼る作品づくりにご利用者も忙しい日々でし

た。ポンテ 20 周年記念式典ではポンテ 20 年の

歴史をご利用者と職員による演劇で振り返り、ご

家族や来賓の方々に祝福していただきました。 

 

（２）ご利用者一人一人が独自の販売商品を製作します 

取り組み内容 評価 

ご利用者とケア担当で意欲的に商品開発に

取り組みました。狛江エリア２０周年 year

も重なり、忙しいなかたくさんの新商品が完

成しました。地域の方々にポンテの作品を知

ご利用者、担当職員ともに新しいことに挑戦しよ

うという意欲が感じられ、多くの作品や新商品が

誕生しました。 

以前より販売機会も増え、こまほっとシルバー相

談室多摩川住宅や Café 大好きさんでの販売を
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っていただこうと、販売活動に参加する機会

を設けました。 

また、足立ブロックのさくらにて行われてい

る谷在家さくらマルシェに出店し、作品販売

やワークショップを行いました。販売ではご

利用者が過去に制作したイラストや貼り絵

をプリントしたＴシャツ販売を行い大変好

評でした。 

はじめ、久しぶりにご利用者にも店頭販売にかか

わっていただくこともできました。 

こまほっとシルバー相談室多摩川住宅のご利用

者から地域での交流会の景品にと、まとまった個

数の注文も入りました。ポンテの商品が地域で評

価されてきていると感じています。 

 

（３）リスクマネジメントの強化 

取り組み内容 評価 

帰りのミーティングで一日の振り返りを行

い、事故ヒヤリの確認を実施しています。 

インターネットやＳＮＳでのリスクも理解

し、インスタグラムの発信も積極的に行いま

した。 

感染症対策は緩めることなく、コロナ５類移

行以前の感染対策を継続しています。 

毎日のミーティングで、支援についての気づきを

確認し、全体で共有をしましたが、もっと積極的

にヒヤリハット報告を提出する促しが必要です。

また同じような内容の事故ヒヤリも少なくなか

ったため、事案によっては対策が不十分なものも

あったと思います。 

 

（４）職員のスキルアップ向上（継続） 

取り組み内容 評価 

職員のスキルアップ向上を目的として外部

研修（オンライン含む）の積極的な参加を推

進しました。 

狛江エリア研修委員会が主催している感染

症対策研修や権利擁護研修では他事業所の

職員と一緒に参加し、ディスカッション等行

うことで大きな学びとなりました。 

外部の研修や講習会への参加については全員行

うことはできませんでしたが、職員会議内でフィ

ードバックしました。 

狛江エリアの研修委員会が行う研修が充実して

きていることもあり、学びになっていますが、ポ

ンテ独自の研修や勉強会が少ないため、今後機会

を増やしたいと思います。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）目標値 65％ 

・新規利用者 1 名以上獲得 

    ・東京都重症心身障害児（者）通所事業の安定化 

取り組み内容 評価 

新規利用者獲得のため相談支援事業所や訪

問看護ステーション等訪問し、営業活動や情

報収集を行いました。 

東京都重症心身障害児（者）通所事業安定化

のために対象者のご家族との情報共有を密

４月からは高校２年生の頃からポンテで実習を

していた新卒者１名の利用が決まりました。 

営業活動の結果としては成果がでていませんが、

今まで同じ市内にいながら訪問看護ステーショ



7 

 

にし、利用日数が減らないように健康維持、

管理に努めました。 

ンとは今回のような連携を取っていなかったた

め良いきっかけとなりました。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【ポンテ】（生活介護） 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

２４６日 ２０名 １６名 ２，６３８名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

１０．７人 ５３．６％ ６５％ ８２．５％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和８（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護職員/生活支援員 ６ ４．２５ ３ ３ ２ ３ 

看護師 ４  １ ３ １  

機能訓練指導員 

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ 

４      

事務職員 １ １．０ １  １ １ 

相談職(サビ管) １ １．０     

管理者(所長/兼務)) １ ０．６     

その他(運転手) ４ １．４  ４ ２ １ 

 

５. 事故報告 

（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット（25 件） 

大区分 怪我等 ７ 服薬関係 ０ 医療行為 ０ 対人関係 １８ 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血  誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員  

内出血 １ 落下  バルン関係  情報管理 ２ 

打撲 ４ 吐き出し  処置関係  所有物管理 ２ 

火傷  セットミス  未測定  機器操作 １ 

誤嚥  その他  その他  その他 １３ 

異食 １  

その他 １ その他(所在不明含む) ０ 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等）  
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日付 内容 対応 解決 

8/2１ 個人情報取り扱い・・職員に家の事情

を話題にされ、嫌な気持ちになった。 

ご本人、ご家族へ謝罪

する。 

該当職員への注意・教

育 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 お花見会 個別面談 

５月 端午の節句 祝日開所・個別面談 

６月 食事外出  

７月 七夕会・いかだレース 祝日開所 

８月 夏祭り  

９月 お月見 祝日開所 

１０月 運動会 個別面談 

１１月 ポンテ２０周年記念式典 祝日開所・個別面談 

１２月 クリスマス会  

１月 新年の集い 祝日開所 

２月 節分会 祝日開所 

３月 ひな祭り・アカデミー賞  

 

（２）特記事項 

 

 

【多機能型事業所 こまえ工房】 令和 7年度通期事業報告 

 

１. 総括（全体） 

令和 7 年度のこまえ工房は、就労継続支援 B型、生活介護ともに新規のご利用者が増えた結果、年度

末時点での登録者数は計４３名となっています。さらに次年度からは府中けやきの森学園を卒業された

4 名の新規ご利用者を迎えて計 47 名となる予定となっています。これは平成 29 年に現在の建物へ  

引っ越してきた際の登録者数と同じであり、もうすぐ 50 名に届こうかという勢いです。こうした歩み

は、ご家族のみなさまの温かいご理解と、関係機関のみなさまの多大なるご支援、そして現場でご利用者

に寄り添い続けた職員の尽力があってこそのものです。 

今後もこまえ工房は、部署ごとの特性や一人ひとりの個性に寄り添った支援の質をさらに高め、地域に

根差した安心感のある事業所づくりを目指していきます。 

 

２-1.重点目標に対する評価 

（３） 利用者支援の充実 

取り組み内容 評価 

①「こまえ工房の職員体制を、生活介護、就労継

続支援 B型にとらわれず見直します。」 

①少しずつ多機能型事業所としての人員活用

が行わるようになっていますが、まだまだ
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職員採用を計画的にすすめることができたた

め、極端に人員が少なくなってしまうことが

なくなり、安定した支援体制を維持すること

ができました。また、部署の垣根を超えてお互

いを助け合う機会が増えるなど、柔軟な人員

配置を行なっています。 

②「こまえ工房内の係委員会体制を見直しま

す。」 

こまえ工房内の委員会については、毎月定例

の会議体を通じて検討事項の進捗を図ってき

ました。係については、不定期での会議体設定

となっています。そのほか、狛江エリアの委員

会としても毎月定例の会議体で検討事項の進

捗が図られています。 

改善が見込まれています。今後も、事業所内

共通の内部研修の実施や部署の垣根を超え

た共通の役割を設定するなど、事業所とし

ての課題を共有することで職員一人ひとり

が自分事としての捉えを持てるように取り

組んでいきます。 

②現行の係・委員会体制と狛江エリアの委員

会では役割が重複するところもあり、名称

も含めてややこしいため、次年度よりこま

え工房内の役割については「係」を基本とし

たうえで、再度検討進捗が必要とされるセ

クションを洗い出して「係」を再編成し、定

例の会議体を通じて検討議案を絶えず進捗

させていきます。 

 

（２）地域に開かれた事業所 

取り組み内容 評価 

①「ご家族向け、学生向けの事業所見学を今年度

も行います。」 

『事業所見学会』は開催することなく、個別に

対応する体制で、見学や実習体験にもれなく

対応することができました。また、ご家族向け

としても、見学会を設定することはありませ

んでした。 

 

 

②「こまぱくを窓口に、他の福祉事業所との共働

を行います。」 

今年度はこまぱくを窓口に、近隣の福祉事業

所との連携・共働を目指しました。こまぱくで

の合同販売だけでなく、受注作業依頼企業の

紹介や地域イベントでの代理販売などの機会

を通じ、事業所間での活発なやりとりが行わ

れました。他事業所と専門知識やノウハウを

共有し、共働して地域の課題解決に取り組む

ことで、支援の質の向上と地域福祉の活性化

につながっています。 

③「第三者評価を行います。」 

今年度はサービスの質の向上と運営の透明性

を高めるため、福祉サービス第三者評価を受

①『事業所見学会』と銘打って開催することは

ありませんでしたが、見学や体験について

の問い合わせにはもれなく対応することが

できており、特に学校の夏休みや冬休みに

合わせた見学や任意実習を希望されること

が多くありました。また、学校を通じての実

習希望についても、各部署と受け入れ可能

な人数や日程調整をしたうえで、しっかり

と対応することができました。 

②こまぱくは SNS やチラシなどで集客を呼

びかけましたが、思うように来場者数を伸

ばすことはできませんでした。ただ、こまぱ

くをきっかけにした関係性から、多様なつ

ながりが生まれ現在まで継続されていま

す。今後は、このつながりをさまざまな形で

生かせるよう、こまぱくに代わる地域イベ

ントの開催を検討していきます。 

 

 

 

③前回の調査結果に比べて改善された点と、

課題が継続されている点の両方を指摘され

ています。より安心して過ごしていただけ
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審しました。受審にあたっては、職員個々に日

頃の支援内容を振り返る自己評価を実施し、

客観的な視点から事業所の強みと課題を明確

にしました。７～８月の期間中に、ご利用者へ

の調査、職員への調査、経営層への調査が行わ

れ、結果報告書を通じて、事業所全体および部

署ごとの講評を得ることができています。 

る信頼される事業所づくりに向けて、第三

者評価で得られた評価結果に基づいた課題

を次年度の事業計画に反映させたうえで、

一つひとつ取り組んでいきます。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

※各サービス（就労継続支援Ｂ型、生活介護）の内容を参照 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２5）年３月３１日） 

※各サービスの内容を参照 

 

４. 職員状況 

令和 8（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員（常勤

換算） 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

事務職員 １ １．6 １ 1 ３ 2 

相談職 

（サービス管理責任者） 

１ １ １ 0 0 0 

管理者（施設長/所長） １ １ １  0 0 

その他（運転手/添乗） 2 １．２５  ２ 0 0 

 

５. 事故報告 

（１）重大事故 ※各サービスの内容を参照 

 

（２）事故ヒヤリハット（件数） ※各サービスの内容を参照 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） ※各サービスの内容を参照 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 献立交換抽選会 法人全体会・狛江エリア事業計画説明会 

５月 祝日開所 

 

BCP研修 

狛江エリア２０周年キックオフ説明会 

６月 献立交換、クイズ大会 

わかりやすい選挙動画視聴 

健康診断（4 回） 

狛江エリア感染症研修 

市役所職員選挙研修 
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７月 健康診断（1 回） 

第三者評価聞き取り調査（3 回） 

けやきの森学園 ご家族見学（3 名） 

管理職研修 

第 33回いかだレース 

狛江エリア感染症研修 

８月 暑気払い 第三者評価経営層訪問調査、防火管理者講習 

９月 祝日開所 BＣＰ訓練、内部研修 

１０月 GREEN HEART STADIUM 就業体験 

クレープを作ろう！ 

サービス管理責任者更新研修 

フィードバック研修 

１１月 祝日開所、狛江市民まつり販売 法人全体会、権利擁護研修 

１２月 全体日帰り旅行、障害者週間展示販売 

防災訓練（狛江三中避難） 

年忘れお楽しみランチ 

 

１月 新年初日・初詣、ボッチャ大会決勝戦 権利擁護研修 

２月 祝日開所、わかりやすい選挙動画視聴 

巨大ケーキでデコリンコ 

東社協登録派遣講師事業研修 

感染症研修、東京ケアウィーク展示会 

３月 祝日開所、防災訓練、お花見イベント BCP訓練 

 

（２）特記事項 

【こまえ工房内会議】 

 職員会議、一般職常勤会議、こまえ工房運営会議 

各係・委員会会議 

【狛江エリア内会議】 

 狛江エリア運営会議、狛江エリア管理課会議 

 各委員会会議 

【多摩ブロック内会議】 

 多摩ブロック運営会議 

【VISION2028会議】 

 各セクション・チーム会議 

 

 

【こまえ工房／就労継続支援 B型】 令和 7 年度通期事業報告 

 

１. 総括 

就労継続支援 B 型では、年度の途中から新たな仲間を迎え、今年度末時点で 22 名の利用登録者と  

なっています。年間を通した部署全体のご利用状況についても、例年と大きく変わることなく、概ね  

１００%ほどの利用率が保たれています。ご利用者のみなさんはそれぞれの目標に向けて日々の作業に

取り組まれ、その積み重ねが「働く喜び」や「自己実現」として着実につながっていることを実感した  

1 年となりました。その一方で、就労支援収入に関しては、上半期での大口の作業収入減からの回復は 

難しく、昨年度を下回る厳しい結果となりました。この結果を真摯に受け止め、収益回復に向けた多角的

な取り組みを推しすすめていきます。 
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２-1. 重点目標に対する評価 

（１）個々の特性やニーズに沿った支援と活動の提供を行います。 

取り組み内容 評価 

今年度は「個々の特性やニーズに沿った支援」

を重点目標に掲げ、ご利用者一人ひとりの強み

を活かせる環境の整備に注力しました。作業工

程の細分化や個別の補助具活用を推進したこ

とで、それぞれの適性に応じた役割分担と確実

なステップアップを実現することができまし

た。こうしたきめ細やかな対応が、ご利用者の

みなさんの自信と活動への意欲向上につなが

っていると感じています。今後もそれぞれの個

性を尊重した支援の充実に努めてまいります。 

祝日開所については、生活介護との共同で企画

を行うことが定着してきたため、焼き芋づくり

やパンづくり、キーホルダー製作など、祝日開

所ならではの活動を、より楽しんでいただける

ようになりました。 

モニタリング等で把握したご利用者の意向を個

別支援計画へ反映し、職員間の情報共有をすす

めました。また、掃除の担当割り振りからグル

ープでの外食の行き先まで、3 ヶ月ごとに開催

される利用者会議のなかで話し合いが行われま

した。 

そのほか、グループホームやショートステイの

利用などの生活環境の変化に合わせた包括的な

支援が行えるよう、相談支援事業所をはじめと

した関係機関と密に連携を行いました。 

 

（２）地域とのつながりをひろげます。 

取り組み内容 評価 

毎月定期的に開催している『正門前販売』につ

いて、諸般の事情により、年度の途中より開催

日程を第2火曜日へ変更しました。『こまぱく』

についても、毎月第 4 金曜日に開催してきま

したが、残念ながら年度末をもって開催終了と

なってしまったため、新たな地域イベントの開

催に向けて検討をすすめています。7 月に参加

した『第 33 回多摩川いかだレース大会』で

は、普段とは違った形でのイベント実施とな

り、地域に向けたアピールの機会にもなりまし

た。見学や実習体験を希望される問い合わせに

は、もれなく個別に対応しているほか、学校と

の情報共有や授業見学にも積極的に参加して

います。 

定期販売に加えて、上手いもの市（5月・9月）

に参加したほか、9 月には東京ＹＷＣＡ国領セ

ンターまつり、10 月には府中けやきの森学園

けやきまつり、11 月には狛江市民まつり・みず

きまつり、12 月には障がい者週間、1 月には

足立ブロックさくらでの谷在家さくらマルシ

ェ、2 月には狛江市手をつなぐ親の会地域交流

会、3 月にはパルシステム東京狛江センターま

つりと、ご利用者の社会参加の機会として、多

くの地域イベントに参加することができまし

た。 

 

（３）業務や生産活動の改善に取り組みます。 

取り組み内容 評価 

受注作業では、ＤＭを中心としながらも、常に

３～５社からの受注作業を組み合わせながら、

今季を振り返ると、『受注量』と『工賃収入』に

課題が大きい年になってしまったと感じていま



13 

 

個別の作業プログラムを提供していきました。

個々の特性に応じた環境の設定や作業内容ご

との分担を行うことで、大きな事故を起こすこ

となく安全にすすめることができました。一方

で受注している作業量が十分でなく、時にご利

用者の手が空き待たせてしまうこともありま

した。製菓では、通常の注文やお中元、お歳暮

などの大口の注文に対応したほか、さまざまな

イベント販売に参加させていただき、多くの収

益を上げることができました。また、並行して

次年度に投入予定となっている新商品の開発

研究にも取り組んでいます。 

す。これらを改善するためにも、各取引業者と

の受注量や作業単価の交渉に取り組むととも

に、新規事業の開拓や販路拡大、作業工程の効

率化など、工賃向上と安定した経営基盤の再構

築についても目指していきます。 

 

（4）支援力の向上と人財育成をすすめます。 

取り組み内容 評価 

年度途中での担当リーダーの交代に加え、新た

に常勤 1 名（兼務）、非常勤 2 名、計 3 名の

新規採用を行っています。人財育成面では、外

部研修会への職員派遣およびフィードバック

での内部研修の実施やオンデマンドでの研修

受講に加えて、2 月には東社協の登録派遣講師

による『強度行動障害者への支援』というテー

マで、ロールプレイを主とした体験型の研修会

を行いました。行動障害の方への接し方のコツ

や、考え方、支援方法など、その特性について

の理解を深めることができました。 

今年度は職員間の情報共有を密にし、課題解決

に向けた迅速な検討体制を構築しました。外部

研修の活用と、その後の伝達研修を通じて組織

全体の知識や意識の底上げに努めましたが、時

期を逸してしまい、年度の後半は外部研修には

参加することができませんでした。今後も質の

高いサービス提供に向け、組織力の研鑽に励ん

でいきます。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）目標利用率 98％ 

取り組み内容 評価 

学生、中途者問わず、今後の利用を見据えた

見学や体験、実習などの問い合わせには、も

れなく個別に対応しています。 

ご家族やご利用者に向けても同様のアプロ

ーチを行っています。 

定員に対して利用登録者が 22名となり、利用目

標は達成することができました。次年度からも、

府中けやきの森学園より 2 名の新規利用が決ま

っており、計 24 名になる予定です。利用登録者

は 25 名をひとつの区切りとして考えているの

で、今後の利用希望者については、慎重に判断し

ていきます。 

 

3. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【こまえ工房／就労継続支援 B型】 
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営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

245 日 20 名 22 名 ４，８９８名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

２０．０人 １００．０％ ９８％ １０２．０％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

4. 職員状況 

令和 8（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員（常勤

換算） 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

生活支援員(職業指導員、

目標工賃達成指導員） 

10 6．1 3 7 2 1 

 

5. 事故報告 

（１） 重大事故   

日付(時間) 内容 対応・対策 

9/25 A 様 

帰宅途中に立ち寄った店舗での商品万引き

および警察対応 

社会ルールが確認できる場の設

定（例：警察に協力を仰いだう

えでの学習教室の開催） 

ご家族や相談支援など、関係者

間での情報共有 

 

（２） 事故ヒヤリハット（６件） 

大区分 怪我等  服薬関係  医療行為  対人関係 1 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血  誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員  

内出血  落下  バルン関係  情報管理 1 

打撲  吐き出し  処置関係  所有物管理  

火傷  セットミス  未測定  機器操作  

誤嚥  その他  その他  その他  

異食   

その他  その他(所在不明含む) 5 

 

6. 権利擁護(苦情・虐待通報等)  報告なし 

 

7. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

4 月 正門前販売、こまカフェ販売 

こまぱく販売、歯科相談 
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5 月 正門前販売、上手いもの市販売 

こまぱく販売、利用者会議 

中途者 実習体験（１名） 

 

6 月 正門前販売、こまぱく販売 

ブラッシング講習会 

就労情報交換会 

7 月 正門前販売、こまぱく販売 

利用者会議、歯科相談 

 

8 月 正門前販売、こまカフェ販売 

グループ外食（２グループ） 

任意実習（1 名）、こまぱく販売 

 

9 月 正門前販売、YWCA 調布販売、歯科相談 

上手いもの市販売、こまぱく販売 

グループ外食（1グループ） 

上手いもの市実行委員会 

都通研研修 

１０月 正門前販売、こまぱく販売 

府中けやきの森学園けやきまつり販売 

グループ外食（1 グループ）、利用者会議 

けやきの森学園 実習（2名） 

新入職オリエン 

１１月 正門前販売、こまぱく販売 

狛江市民まつり販売 

けやきの森学園 実習（1名） 

上手いもの市実行委員会 

１２月 障害者週間販売、ブラッシング講習会 

正門前販売、こまぱく販売 

 

１月 正門前販売、こまぱく販売 

谷在家さくらマルシェ販売、利用者会議 

 

２月 親の会地域交流会販売 

正門前販売、こまカフェ販売 

こまぱく販売、歯科相談 

グループ外食（４グループ） 

就労情報交換会 

３月 パルシステム狛江センターまつり販売 

正門前販売、こまぱく販売 

グループ外食（２グループ） 

 

 

(２) 特記事項 

【こまえ工房内会議】 

 職員会議、一般職常勤会議、こまえ工房運営会議 

各係・委員会会議 

【狛江エリア内会議】 

 狛江エリア運営会議、狛江エリア管理課会議 

 各委員会会議 

【多摩ブロック内会議】 



16 

 

 多摩ブロック運営会議 

【VISION2028会議】 

 各セクション・チーム会議 

 

 

【こまえ工房／生活介護】 令和 7 年度通期事業報告 

 

１. 総括 

 新しいご利用者が増え、事業所内がとても賑やかな一年となりました。日々の支援ではさまざまな

余暇活動を取り入れ、ご利用者のみなさまの活き活きとした表情や良い反応をたくさん見ることが 

できたのは大きな成果です。 

 一方で、ご利用者が増えたことによる環境の変化もあり、一人ひとりの障害状況や支援ニーズが 

さらに多様化するという課題も、ある程度の予想はしておりましたが、改めて浮き彫りになりました。

昨年度途中に利用を開始された 2名の方が退所されたことは、私たちにとっても大変残念で、支援の

あり方を深く考えさせられるできごとでした。 

 通所中の安心・安全には常に努めてまいりましたが、細かな配慮において至らない点もあり、利用

率の向上も思うようにすすみませんでした。今回の経験を真摯に受け止め、次年度は多様なニーズに

寄り添ったきめ細やかな支援を行い、誰もが安心して楽しく通い続けられる場所づくりに職員一同 

取り組んでまいります。 

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１）「楽しい」をモットーに！：ご利用者支援の充実 

取り組み内容 評価 

ご利用者が日々の活動に喜びを感じられる

支援を軸に、多様なプログラムを展開しまし

た。まず、祝日開所日においては、継続して

利用者懇談会で直接意見を募ったり、職員の

意見を柔軟に取り入れたりし、ニーズの高い

『食』に関連したイベントを積極的に開催し

ました。また、季節の移ろいを感じていただ

けるよう、年間行事に則した活動を実施した

ほか、年度末にはグループでのランチ外食も

希望者に向けて行うなど、ご利用者の笑顔が

あふれる機会を多く創出することができま

した。さらに、狛江エリア 20 周年記念イベ

ントに向けた取り組みとして、アート展や音

楽活動に注力し、個々の感性を発揮できる場

をひろげました。地域社会との接点において

は、自主製品の販売イベントにはご利用者も

参加し、年度当初から開発・制作を続けてき

「楽しい」をモットーに！を軸にすすめ、懇談会

をつうじたニーズ反映や20周年記念イベントに

向けた活動、さらには新商品の開発・販売と、多

様なプログラムを展開してきたことで、ご利用者

の主体的な参加の促しや笑顔あふれる生活実感

を大きく高めることができました。 

今後の課題として、集団生活における個別ニーズ

のさらなる深堀りとともに、支援の主体である職

員一人ひとりの意識向上が挙げられます。ご利用

者に心から楽しんでいただくためには、まず職員

自身が支援のプロとしての責任感を持ち、能動的

に活動を楽しむ姿勢が不可欠です。 

次期は、好評を得た自主製品の販売を中心に、地

域とのつながりをより身近なものへと育ててい

くとともに、職員がより積極性と創意工夫をもっ

てプログラムにかかわれる環境を整えます。 
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た新商品が販売好評で、大きな達成感を得る

こともできています。 

これらの活動をとおして、ご利用者一人ひと

りの自己決定を尊重しながら、充実した生活

実感を伴う支援を形づけられたと思います。 

職員の熱意を支援の原動力と変え、ご利用者・職

員双方が喜びを共有できる、より活気に満ちた質

の高い支援体制の確立を目指してまいります。 

 

（２）チームワークの向上：基本となる『報・連・相』の徹底 

取り組み内容 評価 

上半期に注力した情報の共有と意識づけを

土台に、下半期には日々の業務における自然

な声かけやフォローといった『相互連携』が

職場全体に定着しました。これにより、職員

間で助け合いながら円滑に支援にあたる体

制が整いつつあります。 

また、年間をつうじた全職員との面談では、

支援の姿勢や方向性について改めて共通認

識を図りました。日々の業務のあり方につい

て概ね前向きな確認が取れており、固まって

きたチームワークのもと、職員が同じ歩調で

質の高い支援に取り組める環境が構築され

ています。 

『報・連・相』の徹底を掲げ、下半期には自然な

声かけや業務フォローが定着するなど、現場の相

互連携において着実な成果を上げました。全職員

面談をつうじ、支援の方向性についても共通認識

を深めることができています。 

一方で、上半期でも実施できなかった積極的なヒ

ヤリハット報告書の提出や、年度後半の事故報告

書の増加は、リスクへの感度向上に向けた組織的

な課題です。一部職員から挙がった体制への不安

も、現場の注視力に影響した可能性があり、真摯

な改善が求められます。 

次期は、現在の連携スキルを『事故を未然に防ぐ

力』へとつなげることが最優先です。ヒヤリハッ

トを前向きな学びと捉える文化を醸成し、職員自

身が責任感をもって支援を楽しみ、安心して働け

る環境を整えていきます。 

 

（３）ご家族や外部の方に向けた情報発信と丁寧なかかわり 

取り組み内容 評価 

通年で生介だよりを定期発行し、継続して写

真を多用した構成を心がけることで、事業所

での活き活きとしたご様子や活動内容を、よ

り具体的かつ簡潔にわかりやすくお伝えす

ることができたと思います。 

下半期からは、ご家族との情報共有の基盤と

なっていた連絡帳を廃止し、新たに『サービ

ス提供記録』による運用へと移行しました。

導入当初は、職員・ご家族双方において新し

いシステムの不慣れさがあり、記載内容の選

定や表現方法について試行錯誤する場面も

見受けられましたが、現在は職員からお伝え

しなければならない情報だけではなく、好事

生介だよりの定期発行をつうじて、活動の様子を

伝えることなどから、ご家族との信頼関係の深化

に努めました。下半期からの『サービス提供記録』

への移行については、導入当初の記載内容や運用

に関する試行錯誤を乗り越え、より確実な記録体

制の構築をすすめています。現状の生活介護に合

わせた新しいパンフレットの作成が、またしても

未着手となってしまったことは、次期への明確な

課題として捉えていかなければなりません。今後

は、記録の効率化をさらなる“丁寧なかかわり”

へとつなげ、パンフレットなどの媒体整備を行

い、事業所の魅力を地域社会へと発信していきた

いと思います。 
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例を記載するなど、提供記録をつうじた、よ

り適切で温かみのある情報伝達のあり方を

追求しています。 

 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）利用率：84％ 新規ご利用者獲得 １名 

取り組み内容 評価 

新規ご利用者に対しては、特に精神面の安定

を最優先とした支援体制を敷き、慎重なかか

わりを継続してきました。しかし、ご本人の

意向を尊重して退所の手続きをとった方も

います。年間で 2名の退所者が出ましたが、

年明けから新たに 2 名の中途ご利用者が入

所されています。既存のご利用者に対して

も、メンタル面の不安定さや他者への苦手意

識から通所が困難になるケ―スが見られま

したが、欠席が続く際の電話連絡や、通所時

のポジティブなアプローチ、不穏時の丁寧な

対話などをつうじて、一人ひとりの状況に合

わせた支援を継続し、安心できる環境づくり

に努めました。 

目標の利用率 84％に対し、実績は 80.8％とな

りました。年度内にり 2 名の退所者が出ました

が、最終的な自宅訪問での意思確認など、本人に

寄り添った対応に努めました。一方で、年明けに

２名の中途入所者を迎え、利用人数の維持を図っ

ています。 

通所意欲が低下したご利用者へは、電話連絡や丁

寧な対話による心理的ケアを継続しましたが、長

期欠席が利用率に影響したことが課題です。次年

度は、不調の兆候を早期に察知して環境調整を行

う『早期介入の仕組み』を強化し、個々のペース

で安心して活動できる居場所づくりをつうじて、

利用率の安定維持を目指していきたいと思いま

す。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２6）年３月３１日） 

【こまえ工房／生活介護】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

245 日 20 名 21 名 ３，９５９名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

16.1 人 80．８％ 84．0％ 9６．2％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和８（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護職員/生活支援員 7 5.7 4 3 1 2 

看護師 1 0.5 0 1   

管理者(施設長/所長)       

その他(事業所の実態)       

 

５. 事故報告 
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（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット（１３件） 

大区分 怪我等 1 服薬関係  医療行為  対人関係 ９ 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血  誤薬  経管栄養  利用者同士 3 

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員  

内出血  落下  バルン関係  情報管理  

打撲  吐き出し  処置関係  所有物管理 1 

火傷  セットミス  未測定  機器操作 1 

誤嚥  その他  その他  その他 4 

異食   

その他 1 その他(所在不明含む) 3 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 報告なし 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 こまカフェ販売 

食セクション献立抽選会 

法人事業計画説明会（８名） 

プールスタッフミーティング 

採用オリエンテーション（１名） 

家族代表者会議 

５月 祝日開所（１０名） 

歯科相談（５名） 

上手いもの市販売 

グループ外出（２グループ） 

BCP研修（８名） 

家族懇談会 

けやきの森学園高等部就労体験（３名） 

６月 ご利用者健康診断 (６名) 

献立交換会 

グループ外出（２グループ） 

法人法定研修【感染症】（８名） 

けやきの森学園高等部実習受け入れ（２名） 

都議選投票事務従事者の市役所職員研修受け

入れ（３名） 

７月 グループ外出（１グループ） 

ご利用者健康診断 （３名） 

第三者評価利用者面談（９名） 

ブラッシング指導 

いかだレース 

第三者評価説明会（７名） 

一般職中級研修（１名） 

けやきの森学園保護者事業所見学会 

けやきの森学園高等部実習受け入れ（１名） 

ひかり作業所見学訪問（１名） 

８月 暑気払いランチ（１５名） 福祉チャレンジ受け入れ 

サービス支援交流会 

９月 祝日開所（１４名） 

ＹＷＣＡ国領自主製品販売 

上手いもの市販売 

家族会代表者会議 

都通研外部研修（１名） 

一般職中堅職員研修フィードバック、オンデ
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マンド視聴ダウン症内部研修（８名） 

福祉チャレンジ受け入れ 

自閉症体験外部研修（１名） 

１０月 グリーンハートスタジアム 

＠味の素スタジアム(1 名) 

歯科相談(5 名) 

笑顔・食セクションコラボ企画/クレー

プを作ろう！～わくわく満腹ドキドキ

楽しんで～ 

けやきの森学園販売 

都通研研修及び自閉症体験研修 

フィードバック研修（8 名） 

新人合同研修（１名） 

１１月 祝日開所(12名) 

ブラッシング指導 

狛江市民まつり販売 

家族懇談会 

権利擁護研修（8名） 

法人全体会（８名） 

１２月 障がい者週間販売 

防災訓練(14名) 

全体外出＠ソレイユの丘(18 名) 

こまほっとアート展 

年忘れランチ会 

一次考課者振り返り 

人事考課基礎研修 

サービス支援交流会 

１月 新年会(16 名) 

ブラッシング講習会(14 名) 

 

２月 こまほっとアート展 

節分イベント(15 名) 

親の会地域交流会(2 名) 

祝日開所(13名) 

こまカフェ販売 

しろくまシンガーズライブ 

食セクション企画/巨大ケーキでデコり

んこ 

グループ外食(3グループ) 

プールスタッフミーティング 

福祉カレッジ講義 

家族会代表者会議 

東社協派遣講師研修【強度行動障害】(8名) 

考課者フォローアップ研修 

３月 防災訓練 

祝日開所(13名) 

グループ外食(3グループ) 

第三者委員フィードバック 

次年度事業計画説明会 

サービス支援交流会 

 

（２）特記事項 

定期活動：第三者委員（第３水曜日） 

     プール（毎週木曜日）、体育館（第２・４金曜日） 

     おんがくまつり（偶数月） 

     正門前販売（原則第２火曜日）、利用者懇談会（毎月１回） 

     こまぱく（第４金曜日） 

     山田総合内科クリニック医療相談（第１金曜日） 
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定期会議：部署会議（第２水曜日）、一般職常勤会議（第３水曜日） 

     リーダー会議（原則毎週月曜日）、こまえ工房運営会議（原則第２月曜日） 

リスクマネジメント委員会（エリアリーダー会議内） 

     イベント広報委員会（第２火曜日）、環境防災委員会（第３金曜日） 

     エリアリーダー会議（第１木曜日）、エリア広報委員会（第３火曜日） 

     エリア研修委員会（第４水曜日）、地域コミュニティ委員会（第１水曜日） 

     ビジョン 2028 チーム会議（食セクション第３木曜日） 

 

 

【グループホームパンダユニット／えだまめユニット／やまぼうしユニット／短期入所えだまめ】  

令和 7 年度通期事業報告 

 

１. 総括 

   えだまめユニットが２年目を迎え、パンダ・やまぼうしユニットとともに、狛江市の地域生活支援

拠点として、地域の福祉拠点、狛江市の福祉拠点になれるような運営を心がけました。「障がい者が

暮らしやすい街」、そして「誰もが暮らしやすい街」を目指して、ひととつながり、地域とつながり、

社会とつながることをテーマに取り組んでいます。支援体制やスタッフの配置、設備改善、研修など

の課題にも、ご利用者やご家族と連携し、狛江市や足立邦栄会狛江エリア全体でのバックアップに 

より積極的に取り組みました。 

  パンダユニットでは開設１3 年を経過し、ハード面でところどころの老朽化に細かく対応が必要

となりました。今後の計画的な対策を始めたところです。 

やまぼうしユニットは令和７年２月に新規オープンしました。現在は３名のご利用者が生活を  

されています。 

短期入所えだまめは４月に事業開始となりましたが、受け入れ準備をすすめ、本格的な稼働は９月

からとしました。ご利用者が安心して過ごせる環境整備と利用率の向上を両立させることが課題です。 

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１） 個別支援計画とご利用者のニーズに基づいた援助 

取り組み内容 評価 

【パンダユニット】 

①毎月の世話人会議やＳＮＳでの情報共有、

情報交換を行い、サービス管理責任者を 

中心としたチームとしての支援を実施し

ました。 

②日々の生活はもちろん、毎月の利用者会議

も利用して、共同生活を営むうえでのコミ

ュニケーションがとれるよう支援しまし

た。 

 

 

【パンダユニット】 

①世話人会議を毎月開催しています。書面もとお

して共有できているものの、平日の世話人参加

が難しく参加人数の課題はあります。世話人か

らのご利用者情報の共有や建物や使用のルー

ルの共有のニーズは高く、継続していきます。 

②毎月月末に利用者会議を定期開催しています。

翌月の予定や活動をご利用者に確認していた

だき、生活の安定に向けた支援をしました。毎

月全員の出席が叶わないのが課題です。そのほ

か、必要なニーズやリクエストの聞き取りは、
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【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

職員配置の不足や業務整備により、ご利用者

の個別支援計画の取り交わしが遅れました。 

5 月より毎月、男女それぞれでケア会議を行

い、ご利用者の支援課題やニーズの確認、支

援検討を行っています。また、支援係を中心

に個別支援マニュアルの整備を行いました。

安心できる生活とご利用者それぞれの自立

生活を心がけて取り組みました。 

【やまぼうしユニット】 

毎月の世話人会議や SNS での情報共有、情

報交換を行い、オーナー様と管理者の連携に

よるチームとしての支援を実施しました。 

 

日常的に世話人が行い、業務日誌で共有し、必

要に応じて管理者から発信もしています。 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

個別支援計画の作成と取り交わしを最優先に行

い全員実施しました。 

毎月のケア会議により、きめ細やかな支援を実施

することができました。また、個別支援マニュア

ルの整備により、支援の標準化にも努めていま

す。 

 

 

【やまぼうしユニット】 

毎月の世話人会議の出席率は高く、支援内容の共

有の意識は高く充実しています。オーナー様が運

営面に協力的で、きめ細やかなフォローができて

います。 

 

（２）健康管理 

取り組み内容 評価 

【パンダユニット】 

ミールキットのヨシケイキッチンを利用し

た食事提供を行っています。 

また、医療面では、ご希望のあったご利用者

の通院の同行や薬の管理を実施しています。

ご利用者やご家族からの相談にも対応して

います。 

 

 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

訪問診療や通院同行を通して、主治医とご利

用者の健康について相談・連携し、主治医の

指示にもとづいた支援を実施しています。 

精神的なサポートについても、ご利用者の障

害状況にあわせたコミュニケーションを実

施しています。 

【やまぼうしユニット】 

管理栄養士監修によるヨシケイキッチンを

利用した食事提供を行っています。 

【パンダユニット】 

ミールキットのヨシケイキッチンを利用した食

事提供により、バランスと適正カロリーの食事提

供を実施し、健康管理や適正な体重管理を実施で

きています。 

また、医療面では、希望により、ご利用者の通院

の同行や薬の管理を行いました。ご利用者やご家

族からの相談にも対応して、個別の健康管理面で

のサポートも行いました。 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

医療面でのフォローについては、ご家族からの希

望に沿い、きめ細やかな対応を提供できていま

す。ご利用者の精神的なサポートについてコミュ

ニケーションにより落ち着いた生活に繋げてい

ます。短期入所については、事前のアセスメント

で健康面の状況を確認しています。 

【やまぼうしユニット】 

ヨシケイキッチンによる食事提供により、バラン

スと適正カロリーの食事提供を実施し、健康管理

や適正な体重管理を実施できています。 
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また、医療面では、必要のあるご利用者の通

院の同行や薬の管理を行いました。ご利用者

やご家族からの相談にも対応しています。 

オーナー様の協力により、臨時の通院を臨機応変

に対応することができました。 

 

（３）地域連携 

取り組み内容 評価 

【パンダユニット】 

中和泉町会に参加しています。ご利用者個人

では、ご家族の協力もあり、狛江フェスティ

バルや市民祭りなどの地域のイベントにそ

れぞれ参加しています。日中の通所先からの

帰りや土日祝日など、ご利用者は自由に地域

で過ごされています。 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

狛江市内のイベント（いかだレース）の見学

や近隣への買い物を実施しました。また、ご

利用者と職員で中和泉町内や和泉小学校で

実施された防災訓練に参加しました。 

3 月には、えだまめの駐車場スペースを利用

し、地域の方々が参加できるフリーマーケッ

トを開催しました。来場者には地域住民の方

も多くいらっしゃいました。 

【やまぼうしユニット】 

ご利用者は個々に地域の活動やイベントに

それぞれ参加しています。移動支援の利用や

ご家族の協力もあり、土日などの休日にご利

用者は自由に地域で過ごされています。 

【パンダユニット】 

ご利用者個人やご家族の協力のもと、地域のイベ

ントなどに参加したり、平日の自由な時間や休日

に、地域で自由に過ごしたりと、それぞれが地域

とのつながりを独自でお持ちになっています。 

 

 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

ご利用者と職員が地域とつながる機会を多く持

つことができました。また、地域にえだまめの存

在を発信することにより、防災面などの連携や協

力のきっかけづくりをする機会となりました。 

 

 

 

 

【やまぼうしユニット】 

ご利用者個人やご家族の協力のもと、それぞれが

地域とのつながりを独自でお持ちになっていま

す。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）ばらつきのないご利用者全員の７０％以上の月の宿泊を目指します。 

取り組み内容 評価 

【パンダユニット】 

ご利用者それぞれの月次の予定を確認して、

予定以外の不安定な外泊が減るようはたら

きかけました。 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

ご家族との連携により必要に応じた外泊を

計画し、また、体調不良時もえだまめユニッ

トでの療養を基本に対応しました。 

【パンダユニット】 

概ね予定通りのご利用を計画的に実施すること

ができました。個別の状況に応じ対応していま

す。 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

ご利用者の利用について、予定通りの計画を実施

できました。しかしながら感染症の発生時期に、

ご家族との協力で一週間程度の予定外の外泊が

発生しました。 
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短期入所では、９月から本格稼働し、徐々に

利用者率増を図っています。 

 

【やまぼうしユニット】 

4 名定員の中、2名の空床を埋めることが最

優先課題で取り組みました。年度途中に１名

入居されました。 

短期入所では、一人ひとり状況に応じた安心でき

る滞在環境の整備を図りながら、利用率の増加に

取り組んでいきます。 

【やまぼうしユニット】 

残り１名の空床が埋まらずに年度が終わりまし

た。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【パンダユニット】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

３６５日 ５名 ５名 １，５２４名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

４．１人 ８３．５％ ８５％ ９８．２％ 

 

【えだまめユニット】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

３６５日 １２名 １２名 ３，９９９名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

１０．９人 ９１．３％ ８５％ １０７．４％ 

 

【やまぼうしユニット】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

３６５日 ４名 ３名 ８８５名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

２．４人 ６０．６％ ７５％ ８０．８％ 

 

【短期入所えだまめ】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

３６５日 2 名 ２０名 ２２１名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

０．６人 ３０．３％ ８５％ ３５．６％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和８（２０２６）年３月３１日現在 

【パンダユニット】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 退職者数 

介護職員/生活支援員 １．４ １．８  7 1  
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相談職（サビ菅） 1 1 1    

管理者（施設長/所長） 1 1 1    

 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 退職者数 

介護職員/生活支援員 13 １０．７ 9 4 ４ ２ 

相談職（サビ菅） 1 1 1    

管理者（施設長/所長） 1 1 1    

 

【やまぼうしユニット】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 退職者数 

介護職員/生活支援員 １．０ ２．４  5 2  

相談職（サビ菅） 1 1 1    

管理者（施設長/所長） 1 1 1    

 

５. 事故報告 

（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット（１3 件） 

【えだまめユニット／短期入所えだまめ】 

大区分 怪我等 ２ 服薬関係 ４ 医療行為  対人関係 ６ 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血 １ 誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ ２ 点滴関係  利用者と職員  

内出血  落下 １ バルン関係  情報管理  

打撲 １ 吐き出し  処置関係  所有物管理 ６ 

火傷  セットミス  未測定  機器操作  

誤嚥  その他 １ その他  その他  

異食   

その他  その他(所在不明含む)  

 

【やまぼうしユニット】 

大区分 怪我等  服薬関係 １ 医療行為  対人関係  

 

 

 

中区分 

 

出血  誤薬 １ 経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員  

内出血  落下  バルン関係  情報管理  

打撲  吐き出し  処置関係  所有物管理  

火傷  セットミス  未測定  機器操作  



26 

 

 

 

 

誤嚥  その他  その他  その他  

異食   

その他  その他(所在不明含む)  

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 報告なし 

 

７. 活動・運営報告 

 【パンダユニット】 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 利用者会議 世話人会議 

５月 利用者会議 世話人会議 

６月 利用者会議 世話人会議 

７月 利用者会議 世話人会議 

８月 利用者会議 

お誕生会 

花火イベント 

世話人会議 

９月 利用者会議 世話人会議 

１０月 利用者会議 世話人会議 

１１月 利用者会議 世話人会議 

１２月 利用者会議 

クリスマス会 

世話人会議 

１月 利用者会議 世話人会議 

２月 利用者会議 世話人会議 

３月 利用者会議 

お誕生会 

世話人会議 

 

【えだまめユニット】 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 ピクニックイベント 法人全体会 

新人合同研修会（3 名） 

人事考課面談（9名） 

５月  狛江エリア２０周年キックオフミーティング 

内部研修：緊急時対応研修（１０名） 

サービス支援交流会（１名） 

６月  内部研修：緊急時対応研修（２名） 

内部研修：法人理念研修（１０名） 
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エリア内部研修：感染予防（１５名） 

７月 夏祭りイベント 

利用者会議 

防災訓練（１１名） 

短期入所説明会 

第三者評価説明会（７名） 

健康診断（１２名） 

内部研修：一般職中級上級研修（１名） 

狛江市グループホーム部会（１名） 

８月  外部研修：強度行動障害基礎研修（1 名） 

内部研修：障害理解研修（自閉症）（１１

名） 

地域生活支援拠点コンサル 

サービス支援交流会（１名） 

９月 調布花火大会見学 

お楽しみ昼食 

和泉小学校防災訓練 

家族懇談会 

外部研修：強度行動障害基礎研修（1 名） 

地域生活支援拠点コンサル 

Yahoo!安否確認 

考課者フォローアップ研修（2 名） 

１０月  外部研修；グループホーム管理者研修 

内部研修：新人合同研修会（２名） 

地域生活支援拠点コンサル 

人事考課面談（8名） 

インフルエンザ予防接種 

１１月 利用者会議 内部研修；権利擁護研修（８名） 

地域生活支援拠点コンサル 

１２月 クリスマス会 

忘年会 

内部研修；権利擁護研修（２名） 

新人オリエンテーション（１名） 

みずき食事見学会（ご家族） 

１月  内部研修：高次脳機能障害研修（７名） 

外部研修：強度行動障害要請支援者研修（３

名） 

みずき食事見学会（ご家族） 

２月  職員健康診断 

消防設備点検 

３月 えだまめマーケット（フリマ）  

 

【やまぼうしユニット】 

（１）月次 
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 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 利用者会議 世話人会議 

５月 利用者会議 世話人会議 

６月 利用者会議 世話人会議 

７月 利用者会議 世話人会議 

８月 利用者会議 世話人会議 

９月 利用者会議 世話人会議 

１０月 利用者会議 世話人会議 

１１月 利用者会議 世話人会議 

１２月 利用者会議 

クリスマス会 

世話人会議 

１月 利用者会議 世話人会議 

２月 利用者会議 

やまぼうし１周年記念 

世話人会議 

３月 利用者会議 世話人会議 

 

（２）特記事項 

【えだまめ定例会議】 

えだまめ部署会議：第 1 水曜日 

えだまめ運営会議：第 3 水曜日 

エリア LD会議：第 1 木曜日 

地域コミュニティ班：第 1水曜日 

エリア広報委員会：第 3 火曜日 

エリア研修委員会：第 4 水曜日 

育成チームミーティング：第 3 月曜日 

男性ケア会議：毎月 1 回 

女性ケア会議：毎月 1 回 

環境係、支援係、イベント係会議：毎月 1回 

短期入所担当、研修担当会議：毎月 1 回 

 

 

【みずきケアセンター狛江】 令和 7 年度通期事業報告 

 

１. 総括 

 今年度は人員不足、事業の黒字化等様々な課題があるなか、利用率の適正化というのが一つ大きな

課題としてあがりました。目標とする利用率や収支の状況を明確にすることで、どのように環境や 

体制を整備するのかを考えなければなりません。現状を把握したうえで、適切な事業運営を行って 

いくが求められます。また登録ヘルパーの人数は若干増えましたが、時間のマッチングという新たな

課題も明確になってきたため、事業の黒字化に向けた対策として考えていかなければなりません。 
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２-1. 重点目標に対する評価 

（１）ご利用者に寄り添った支援を行います。 

取り組み内容 評価 

日中一時支援では個別のご利用者の状況に

応じ、リラックスできる環境をつくって支援

を行いました。外出支援ではご自身で行き先

を決めることが難しい方も多いため、ご家族

に確認して事業所側で行き先を調べて楽し

んでいただけるように、外出計画を提案しま

した。また、外出支援時に昼食を挟む場合の

ヘルパーへの金銭負担を見直し、今までの 

３００円事業所負担から、５００円のご利用

者負担に変更しました。 

ご利用者の特性に合わせて必要な物品を揃える

ことや、性の良くないご利用者との組み合わせに

ならないよう別室で対応するなど配慮しました。

外出支援では外出コースをいくつか提案し、楽し

んでいただけるようにしました。また、昼食のヘ

ルパー負担金については、働く側の負担も考慮

し、他事業所の状況も確認のうえ変更を行いまし

た。 

 

（２）安定した経営と安心安全な支援を提供します。 

取り組み内容 評価 

下半期から常勤（兼務）職員を 1名配置し利

用率アップを目指しましたが、ご利用者ニー

ズと職員側の対応できる時間のマッチング

が難しく、利用率を伸ばすことができません

でした。移動支援においては、グループホー

ム世話人との兼務職員が増員された影響で、

利用率を大幅に伸ばすことができました。 

居宅介護は新規の利用希望があがっていて

も、希望の多い時間帯に対し、対応できるヘ

ルパーがいない状況によりお断りするケー

スもありました。 

経営的な視点での利用目標の達成率として、ヘル

パー不足や利用希望時間のマッチングがうまく

いかなかったことにより、移動支援以外は不本意

な結果に終わっています。移動支援については、

継続的な利用が増え安定しています。 

キャリアアップ採用チームと連携し、求人媒体等

を使って、他事業所との兼務者２名とグループホ

ーム世話人のヘルパー登録などにより、複数名の

ヘルパーを獲得することができました。 

今年度は大きな事故もなく、安心安全な支援を提

供できたと思います。 

 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）目標値 

   ・日中一時支援・・・60％ 

・移動支援・・・・・70 時間/月 

・居宅介護・・・・・50 時間/月 

取り組み内容 評価 

日中一時支援については土日に利用希望が

集中し、利用希望者全員を受け入れられない

登録ヘルパーの人数は増えましたが、移動支援以

外は目標に全く届かず、課題を残す結果となりま

した。特に居宅介護は依頼が朝や夜の時間帯に集
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状況です。平日は新規の利用希望もなく、利

用率が大幅に下がっています。 

移動支援については、登録ヘルパーが増えた

ことで依頼も増え、年間を通して安定した利

用状況が継続しています。 

居宅介護については、依頼の多い時間帯と、

ヘルパーの入れる時間がマッチングしない

という課題が解決できず、新規依頼をお断り

することもありました。財務に関する取り組

みの一環として、エリア運営会議で目標に掲

げている数値の適正化について検討を重ね

ました。 

中し、それに対応できるヘルパーを派遣すること

ができない状況が続いており、マッチングの難し

さが大きな課題となっています。経営的な課題と

して、設定している目標数値が適正なのか、根本

的に再検討する必要があり、狛江エリアの運営会

議で検討しました。経営的に必要な事業費や人件

費等、赤字にならないための年間収入を設定し、

必要な収入を割り出して目標数値を設定しまし

た。現在の依頼状況やスタッフの人数を考える

と、すぐに改善するのは難しいため、軌道修正を

行いながら３年かけて実績を伸ばしていく方針

を立てています。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【日中一時支援】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

3４０日 ２名 ４７名 ２５７名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

０．８人 ３７．0％ ６０％ ６２％ 

 

【移動支援】 

営業日数 平均時間/月 利用者数(10/1 現在) 延べ利用者数 

３６５日 ９０．１時間 3８名 ４１８名 

延利用時間 目標利用率 目標達成率  

１，０８２時間 70 時間 １２８．８％  

 

【居宅介護】 

営業日数 平均時間/月 利用者数(10/1 現在) 延べ利用者数 

３６５日 ２２．１時間 14 名 １７４名 

延利用時間 目標利用率 目標達成率  

２６５．５時間 50 時間 ４４．２％  

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和 7（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 
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介護職員/サービス提

供責任者 

１１  2 9 ６ 1 

管理者 １ ０．４ １    

 

５. 事故報告 

（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット（７件） 

大区分 怪我等  服薬関係  医療行為  対人関係 ６ 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血  誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員 ２ 

内出血  落下  バルン関係  情報管理  

打撲  吐き出し  処置関係  所有物管理 ３ 

火傷  セットミス  未測定  機器操作  

誤嚥  その他  その他  その他 1 

異食   

その他  その他(所在不明含む) １ 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 報告なし 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 ヘルパー会議  

５月 ヘルパー会議 ミニ研修：居宅介護のサービス内容について 

６月 ヘルパー会議 ミニ研修：移動支援時の食事について 

７月 ヘルパー会議 ミニ研修：熱中症予防について 

８月 ヘルパー会議 移動支援時の昼食代についてお知らせ配布 

９月 ヘルパー会議 ミニ研修：事例検討 

１０月 ヘルパー会議 ミニ研修：事例検討 

１１月 ヘルパー会議 ミニ研修：事例検討 

１２月 ヘルパー会議 ミニ研修：意思決定支援について 

１月 ヘルパー会議 ミニ研修：強度行動障害について 

２月 ヘルパー会議 ミニ研修：事例検討 

３月 ヘルパー会議 ミニ研修：事例検討 

 防災訓練（3/6）  

 

（２）特記事項 
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【こまほっとシルバー相談室多摩川住宅】 令和 7年度通期事業報告 

 

１. 総括 

今年度、高齢者見守り事業の強化として、地域の民生児童委員やコミュニティーソーシャルワーカーと

同行する機会をつくり、個別訪問を中心にアウトリーチ活動を行いました。毎月１回行っている連携会議

で情報を共有し、ひとりの支援者だけでは見えにくい部分も、複数の専門職がかかわることで早期に気づ

ける場面が増えました。小さな変化に気づきやすくなり、必要な支援につながる場面も増えてきました。 

また、新たに地域包括支援センター主催の「こまカフェ」（認知症カフェ・1 回/月）が始まり、     

今までかかわりがなかった地域住民の利用が増えてきました。毎月行っている各種イベントも定着して

実施することができています。 

次年度も地域全体で見守る体制を育て、安心して暮らし続けられるように、「顔が見える連携」を大切

に、チームとして寄り添う支援をひろげていきたいと考えています。 

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１） 見守り活動の充実と地域のネットワークの強化 

取り組み内容 評価 

①見守りシートの案内→預かるだけでなく

活用方法を提案し、納得の見守り活動を行

います。 

②見守り活動の協力者との連携をさらに強

化していきます。 

 

③個別訪問で傾聴→個別の相談に対応し、段

階的に相談しながら必要な支援につなげ

ていきます。 

④個人情報の取扱いに十分注意していきま

す。 

 

①シートの内容確認後コピーを作成し自宅用の

緊急連絡先メモとして配布しました。 

 

②連携会議で地域の民生児童委員、地域包括支援

センターと情報を共有。具体的に対象を考えて

見守りを実施しました。 

③自己解決への働きかけをしながらも、必要に応

じて介護保険の申請やその他の申請窓口へつ

なぎました。 

④退室時の鍵かけチェックを行っています。ま

た、来所人数が多いイベント等では、パソコン

画面をオフにするなど気をつけています。 

 

（２）情報の更新 

取り組み内容 評価 

①お預かりしている個人情報を更新します。 

②担当エリアの情報共有を必要時に行い、見

守りネットワークを強化していきます。

（行政・地域包括支援センター・民生児童

委員） 

③個人情報の取扱いに十分注意して共有し

ていきます。 

④各所からの情報誌・チラシの更新をしてい

①4～5 月にかけて台帳新をチェック情報に更新

を行いました。その後シート提出者に内容の確

認を行い個別情報の更新を行いました。 

②③共通： 

・毎月１回の連携会議を行い、情報共有を行って

います。情報交換はMCSを使用しています。 

④情報の日程を確認し、定期的に入れ替えを行っ

ています。 
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きます。 

 

 

（その他） 

ＳＤＧｓの取り組みとして、チラシの再利用で

地域の方とゴミ箱をつくり活用しています。 

 

（３）地域交流のランドマークとして「居場所」の提供 

取り組み内容 評価 

①立ち寄りやすい居場所として、事業所内外

の環境づくりをしていきます。 

②地域のニーズに応えたイベントの開催 

（ワークショップ・セミナー・映画会・茶話

会） 

③月間スケジュールの作成→地域活動の提

案と主体的な参加のきっかけづくりを行い

ます。 

④こまほっとの活動紹介 

（チラシ・ココシル狛江・月間活動報告） 

⑤来場者の名前を覚え、笑顔の対話ができる

ようにしていきます。 

⑥見守りシートの案内→見守り活動の丁寧

な説明を行い、必要に応じて案内をしてい

きます。 

⑦挨拶から始める信頼関係→かかわる全て

の地域住民の方との友好関係を築いていき

ます。 

①イベント実施日には入口をオープンにしたり、

看板を出すなど、立ち寄りやすい環境を考えま

した。 

②住民参加型の会議を毎月 1 回開催し、主にイベ

ント予定を立てるようにしています。イベント

には、地域の方が誘い合って参加される方もい

ました。また、今年度より「こまカフェ（認知

症カフェ）」を毎月１回、地域包括支援センター

主催で開催しています。 

③月間スケジュールを月中のイベントに合わせ

て発行し、参加の声かけをしています。 

④訪問時にチラシを配布し、団地集会所で行って

いるイベントの休憩時間に活動案内を行いま

した。来場者の方にも、チラシの配布を行いま

した。 

⑤⑦「名前を覚える」ことで対話が弾みました。

こちらから積極的に挨拶をすることで、地域の

方にもこまほっとを覚えていただいていると

実感します。今後も続けていきます。 

⑥見守りシートの内容を見直しつつ、今後も丁寧

に取り組んでまいります。 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【こまほっとシルバー相談室多摩川住宅】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

２４２日 名 ５５０名 ６８９８名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

２８.５人 ％ ％ ％ 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和 7（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(上半期) 

退職者数 

(上半期) 
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相談職（各職種を記載） ３ ２ １ ２ ０ ０ 

管理者（施設長/所長） １  １    

 

５. 事故報告 

（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット 報告なし 

個人情報の管理等について、リスクマネジメント意識を持ちながら業務遂行をしていきます。 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 報告なし 

職員全員が専門職倫理を確認しあうために、研修の参加や会議等での意見交換を行っています。 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 ・４/１たまたま会議（地域会議） 

・４/１「わっこ」取材 

・４/１０たまたまロードショー 

・４/１６こまカフェ(認知症カフェ)   

・４/２３さつき会のメイさんのカフェ  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

 

・４/３こまえリーダー会議 

・４/４法人全体会議（事業説明会） 

・４/１５こまほっと会議 

・４/１６こまほっと連携会議 

・４/１７狛江市介護支援専門員連絡会 

 

５月 ・５/７たまたま会議（地域会議） 

・５/８たまたまロードショー 

・５/２１こまカフェ(認知症カフェ)   

・５/２８さつき会のメイさんのカフェ  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・５/１こまえリーダー会議 

・５/８こまほっと会議 

・５/２１こまほっと連携会議 

 

６月 ・６/２～１３ポンテ展示会 

・６/３たまたま会議（地域会議） 

・６/１２たまたまロードショー 

・６/１６～２７：大見純子作品展 

・狛江市熱中症予防給水スポット 

・６/４こまえリーダー会議 

・６/１２こまほっと会議 

・６/１５こまほっと連携会議 
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 「折り紙に魅せられて」 

 ＊１９ 折り紙ワークショップ 

・６/１８こまカフェ(認知症カフェ)   

・６/２５さつき会のメイさんのカフェ 

・６/２６法人クイズ大会参加  

・こまほっと便り夏号発行 

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・６/１９狛江市介護支援専門員連絡会 

７月 ・７/１たまたま会議（地域会議） 

・７/１０たまたまロードショー 

・７/１６こまカフェ(認知症カフェ)   

・７/２３さつき会のメイさんのカフェ 

・７/２４防災セミナー（夏の火災）  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

 

・狛江市熱中症予防給水スポット 

・７/３こまえリーダー会議 

・７/１０こまほっと会議 

・７/１６こまほっと連携会議 

・７/１７.３１狛江２０周年企画打合わせ 

・７/２３.２４職員健康診断 

8 月 ・8/5 たまたま会議（地域会議） 

・8/12～15たまたまロードショー 

・8/20 こまカフェ(認知症カフェ)   

・8/27 さつき会のメイさんのカフェ  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・狛江市熱中症予防給水スポット 

・８/６こまほっと連携会議 

・８/７こまえリーダー会議 

・８/１４こまほっと会議 

・８/２２ランドマーク（マルシェ）打合わせ 

・８/２８狛江市介護支援専門員連絡会 

・８/２８狛江２０周年企画打合わせ 

・東京都高齢者見守り事業アンケート 

9 月 ・９/２たまたま会議（地域会議） 

・９/１１たまたまロードショー 

・９/１７こまカフェ(認知症カフェ)   

・９/２４さつき会のメイさんのカフェ 

・9/１６～３０足立邦栄会２０周年展

示会 

 「２０周年の軌跡展」 

・狛江市熱中症予防給水スポット 

・９/３こまほっと連携会議 

・９/１４こまえリーダー会議 

・９/１１こまほっと会議 

・社会福祉士実習生（狛江市）事業紹介 

・考課者研修 
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・こまほっと便り秋号発行  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

１０月 ・１０/７たまたま会議（地域会議） 

・１０/９たまたまロードショー 

・１０/１５こまカフェ(認知症カフェ)   

・１０/２２さつき会のメイさんのカフ

ェ  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・１０/１こまほっと連携会議 

・１０/２こまえリーダー会議 

・１０/９こまほっと会議 

・１０/２３ランドマーク会議 

・１０/３０狛江２０周年企画打合わせ 

 

１１月 ・１１/４たまたま会議（地域会議） 

・１１/１３たまたまロードショー 

・１１/１９こまカフェ(認知症カフェ)   

・１１/２６さつき会のメイさんのカフ

ェ 

・９/１６～３０足立邦栄会２０周年展

示会  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・１１/５こまほっと連携会議 

・１１/６こまえリーダー会議 

・１１/１３こまほっと会議 

・１１/２７ランドマーク会議 

 

１２月 ・１２/２たまたま会議（地域会議） 

・１２/１１たまたまロードショー 

・１２/１７こまカフェ(認知症カフェ)   

・１２/２４さつき会のメイさんのカフ

ェ 

・１２/１５～２６ 

足立邦栄会２０周年展示会  

・こまほっと便り冬号発行 

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・１２/３こまほっと連携会議 

・１２/４こまえリーダー会議 

・１２/１１こまほっと会議 

・１２/１８狛江市介護支援専門員連絡会 

・１２/２５ランドマーク会議 

 

１月 ・１/６たまたま会議（地域会議） ・１/７こまほっと連携会議 
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・１/１５たまたまロードショー 

・１/２１こまカフェ(認知症カフェ)   

・１/２８さつき会のメイさんのカフェ 

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・１/７こまえリーダー会議 

・1/７さくらマルシェ打ち合わせ 

・１/８こまほっと会議 

・１/１３狛江 20 周年企画打合わせ 

 

２月 ・2/3 たまたま会議（地域会議） 

・2/12 たまたま工房（おひな様） 

・2/18 こまカフェ(認知症カフェ) 

・2/19 たまたまロードショー 

・2/25 さつき会のメイさんのカフェ 

・2/12～27 

こまえ工房展示会「昭和あれこれ展」  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・２/４こまほっと連携会議 

・２/５こまえリーダー会議 

・２/１２こまほっと会議 

・２/１３東京都見守り事業連絡会 

・２/１９狛江市介護支援専門員連絡会 

・２/２５.２６職員健康診断 

・２/２６ランドマーク会議 

 

３月 ・3/3 たまたま会議（地域会議） 

・3/12 たまたまロードショー 

・3/18 こまカフェ(認知症カフェ)   

・3/25 さつき会のメイさんのカフェ 

・3/16～27足利たかひろ展示会 

 「ふしぎなまち」 

・こまほっと便り春号発行  

・毎週木曜日がんばらない体操 

・根川地区センター鍵管理 

・市内事業所のジャムや焼菓子販売 

・３/１福祉サービス実践研究大会 

・３/４こまほっと連携会議 

・３/５こまえリーダー会議 

・３/１２こまほっと会議 

・３/１２狛江２０周年企画振返り 

・３/２６狛江市高齢者権利擁護研修 

・３/２６ランドマーク会議 

 

 

（２）特記事項 

現在担当しているエリアの見守り体制については、地域連携の形ができてきていると感じます。 

団地の自治会との連携も、協力できる提案をしながら、強力体制を深めていく必要があります。また、

建て替え中のマンションが完成する次年度以降、どのようにチームアプローチができるのか課題  

です。こちらも連携会議で話題にしながら検討をしていく必要があります。 

 

 

【相談支援センターみずき】 令和 7 年度通期事業報告 



38 

 

 

１. 総括 

 職員の入れ替わりがあり、今年度は研修を中心として個々のスキルアップを図りながら地域に  

おける事業所のひとつとしても関係機関からの信頼や必要性を感じられる丁寧な相談支援を行って

きました。また法人内において中立的な存在として公平・客観的な視点をもちながら、関係者間の  

調和を図るための調整役として柔軟な対応がとれるよう取り組みました。 

 

２-1. 重点目標に対する評価 

（１）全てにおいてブラッシュアップしていきます 

取り組み内容 評価 

年度当初に減少した利用者数に対して、新入

職員の研修に合わせ無理のない範囲で増や

していけるように、関係機関に状況をお伝え

しながら事業所としては積極的に新規案件

を受けていきました。 

令和 7 年度 4 月に 82 件の契約利用者数に対し

て、月 1～2 件ずつ増やしました。それにより年

度末には 103 件まで受託することができていま

す。件数を伸ばすことだけでなく、相談員それぞ

れがさらなる質の向上と専門的な知識や技術を

学ぶ機会や研修を受けることで、相談支援のスキ

ルアップを目指しました。 

 

（２）地域の中で暮らす人が福祉・支援のサービスをスムーズに受けられるような連携をサポート

します 

取り組み内容 評価 

ご利用者の背景や家庭支援についても積極

的に関わり、福祉サービス以外の資源や情報

の幅を広げ、関係機関と連携を行いながら取

り組みました。 

児童の案件が増えていくことで、家族との信頼感

や関係性が重要になりますが、その方にとって必

要な支援を把握し、適切な支援先をつなげられる

ように尽力しました。 

 

２-２. 利用実績・財務に関する目標の評価 

（１）利用率・目標件数等 

取り組み内容 評価 

請求件数を月 40 件と目標を定め、ひと月 

1～2 件の新規案件を受けながら月の平均請

求実績を35件以上に引き上げられるように

取り組みました。 

下半期以降の請求実績を 35～39 件に増やすこ

とができました。契約利用者数も下半期以降は毎

月２～4件を受託しています。 

 

 

３. 利用状況（令和 7（２０２5）年４月１日～令和 8（２０２６）年３月３１日） 

【計画相談／障害児相談】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数（件数） 

２５６日 名 １０３名 ４２３名 

一ヶ月平均 利用率 目標利用率（件数） 目標達成率 

34 件 ％ ４０件/月 ８５％ 
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※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

４. 職員状況 

令和８（２０２６）年３月３１日現在 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

相談職(各職種を記載) ３ ２．０５ ２ ０．５ １ ０ 

管理者(施設長/所長) １ １ １    

 

５. 事故報告 

（１）重大事故  報告なし 

 

（２）事故ヒヤリハット 報告なし 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 報告なし 

 

７. 活動・運営報告 

（１）月次 

 活動・イベント・行事 運営・研修 

４月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

 

５月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

第 7 回サービス支援交流会 

６月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

東京都相談支援従事者指導者養成研修 

７月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

第 8 回サービス支援交流会 

東京都相談支援従事者現任研修 

高次脳機能障害研修 

８月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

強度行動障害基礎研修 

法人指導職研修 

９月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

東京都相談支援従事者指導職研修 

東京都相談支援従事者初任者研修 

法人指導職研修 

１０月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

再犯防止研修/虐待防止研修 

東京都相談支援従事者初任者研修 

東京都相談支援従事者指導職研修 
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高次脳機能障害支援者研修 

法人新人研修/法人指導職研修 

１１月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

東京都相談支援初任者研修 

東京都相談支援従事者指導職研修 

高次脳機能障害支援者研修 

強度行動障害支援者研修 

法人指導職研修 

１２月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

基幹相談支援強化研修 

東京都相談支援従事者初任者研修 

第 9 回サービス支援交流会 

法人指導職研修 

１月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

東京都相談支援従事者初任者研修 

東京都相談支援従事者指導職研修 

高次脳機能障害支援者研修 

精神保健福祉後援会 

法人指導職研修 

２月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

東京都相談支援従事者初任者研修 

東京都相談支援従事者指導職研修 

自立支援協議会研修 

法人指導職研修 

３月 狛江市地域資源を考える会及び相談支援連絡会 

相談支援事業所事例検討会 

相談支援センター会議 

法人指導職研修 

第 10回サービス支援交流会 

 

（２）特記事項 


